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巻頭言	 	 

物性グループが目指すべきコミュニティの姿	 

物性委員長	 石田武和（大阪府立大学工学研究科）	 

物性グループは、物性研究者の意見を集約し、日本の研究の現場に反映する活動をします。研究グル

ープから選出される物性委員には選挙で幹事を選ぶ役割があります。物性委員と幹事は、全国の共同利

用研究所の各種委員の選挙など、物性物理学に関わる重要な事柄に参画します。また日本物理学会の際

に開かれる拡大物性委員会では、物性研究の将来計画、共同利用研究所のあり方などを議題とします。

物性を研究対象としている研究者が誰でも参加できますから、物性の広い研究分野がカバーされます。

物性グループは任意団体のボトムアップ組織であることから実行力に限界もありますが、真摯に提言を

出すことに努めています。あまり一般の物性グループ会員に知られていない可能性もあります、文部科

学省の大型プロジェクトのロードマップの策定では、『研究者の知的好奇心・探求心に基づく主体的な

検討と研究者コミュニティの合意形成により周到に構想・準備されているプロジェクトであること』が

繰り返し強調されています。物性コミュニティの形成では、このことにも充分に留意したいものです。

物理学の他分野でも、素粒子論グループ、高エネルギー物理研究者会議、原子核懇談会、宇宙線研究者

会議など、多くの研究者コミュニティがあります。物性物理分野でこの役割を果たすことのできるのが

物性グループとなるのであれば、自ら求心力を発揮して取りまとめる活動が望まれます。	 

物性グループの行程は進むべき道の模索の歴史でした。私たち事務局は、発足にあたり、3 つの目標

を掲げました。（１）物性グループの会員を増やし、分野の偏りも是正して、物性委員会を物性コミュ

ニティとしての実効性を持たせること、（２）日本学術会議との連携強化の方策として日本学術会議会

員から物性委員会幹事会のメンバーに充て職として参画できる規約改正を行うこと、（３）日本物理学

会など関係学会の理事会との連携を強めること、の 3 項目でした。（１）に関しては、3 年周期の資格更

新忘れなどで、私たちも物性グループ会員数の大幅減を経験しましたが、現在は 1020 名まで V 字回復

させ物性委員は 220 名まで戻すことができました。（２）に関しては、幹事会の議を経て、2014 年春と

2015 年春の拡大物性委員会で制度整備を完了しました。その結果、選挙で選ばれる物性委員会幹事と充

て職で選出された幹事を加えて総数 23 名と充実しました。（３）に関しては、科学・夢ロードアップ、

領域制度のあり方、電子ジャーナル問題への対応では、各種学会と情報交換をしてきました。	 

今後の物性グループに求められる仕組みですが、幹事会にワーキンググループ（WG）を設け、原案を

作り幹事会全体で討議する組織つくりを考察してみましょう。委員長として、いくつかの WG と WG 長体

制の試行を行って、そのフィジビリティ評価を行いました。それで前向きな感触を得て、今後の物性グ

ループ幹事会のあり方として考察しました。すなわち、様々な課題に対応するために常設の WG 体制を

作り、各幹事はいずれかの WG に分属して、物性委員の選挙で選ばれた有識者として期待に応える構想

です。例えば、今後重要となるであろう大型計画の提言、学術会議との連携、物理学会など学会との連

携、選挙制度、電子ジャーナルの平等アクセスなど、役割を決めて合理的に、機能的に動ける体制を検

討していけないでしょうか。関連して、幹事選挙でも、物性委員も幹事候補の考えを良く知った上で投
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票できるシステムを考えて見ました。すなわち、幹事の候補者となられた方に短い所信をメモで書いて

頂き、物性委員がそれを投票用紙で読んで投票することで、物性委員は選挙で誰を選んで良いのか、幹

事は選出されて何をすればよいのかキャッチアップができる仕組みとなりそうです。この方式は、幹事

会の構成員の研究分野の偏りを是正し、さまざまな研究分野や機関カテゴリー（研究型大学、地域の大

学、国立大学、公立大学、私立大学、国の研究機関、研究機構など）の異なる研究者の幹事会参加を促

す仕組みとして期待できます。物性委員会は、コミュニティの意向を大切にする共同利用研究所の運営

に協力していきます。東京大学物性研究所、京都大学基礎物理学研究所への協力を継続し、新規に高エ

ネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所の委員推薦にも協力を始めました。共同利用研究所は、そ

の存続意義のためにも研究者コミュニティの意向を尊重することが求められるのではないでしょうか。

物性グループも襟を正して、適切に発信出来るための研鑽が必要となりそうです。	 

物性グループ事務局は電子ジャーナル問題に積極的にコミットしました。プレスでも大きく取り上げ

られ、「緊急アピール」、「3 つの提言」は検索エンジンでも物性グループが最上位にランクされます。研

究者の社会は、「競争」を一つの駆動力として機能しますが、それが公平で透明なものであれば、多く

の研究者は納得して受け入れます。競争の中にも、同じ分野に携わる研究者には大きな「共感」と「共

有」があり、「連帯」の心情があることが理想です。全国津々浦々に散在して活動する優れた素質を持

つ大学人、研究員、院生、学生に、「基幹的な電子ジャーナルに平等にアクセスできる条件」を保証で

きて、その素質を埋もれさせない努力を物性グループが範となり示すことで、大きな「連帯」が広がっ

ていくのではないでしょうか。論文生産性の統計を見ると日本の凋落傾向は近未来の暗雲となり、アジ

アの国々（中国や韓国）の昇日の勢いとの対比が際立ち、少数のエリートの役割に委ねる方式にはやや

不安があります。むしろ、実質的な研究者人口を増やす発想も検討の必要があり、そのためにも「基幹

的な電子ジャーナルの平等アクセス」が必要なのではないでしょうか。これまで各大学が立派な図書館

を整備して複写サービスなどで相互利用してきました。私たちの大学では、一般市民の方も大学図書館

を訪問してもらえれば大学が購読契約をしている電子ジャーナルへアクセスを許可し公開しています。

次の様に発想してみたらどうでしょうか。以前の機関ごとに図書管理体制を整備する方式からから全国

でたった一つの大きな図書館をサイバー空間に創る方式に変えるのです。そこに購読契約をした電子ジ

ャーナルをサイバー図書館の「書架」に置き、この書架をネットワークから訪問資格のある人に開放し

て、全ての研究者が閲覧出来る状態を実現するのです。この例えが分かりやすく、理解しやすいかも知

れません。私たち物性グループが世に問いかけた「緊急アピール」の「3 つの提言」がどのような道筋

を経て討議され、実現へのシナリオが描かれるべきかが課題であり、コミュニティと研究現場の切実な

現状を正確に声として社会や為政者に対して伝達し、基本法が想定する年間 5 兆円規模の科学技術への

予算のうち、「研究者の学術情報への平等アクセスの実現」のために投資できる予算規模に関しては、

畢竟、国の将来を思い、国や国民の皆さんが行うべき究極の選択となることを納得して頂けるように、

国民的な議論の枠組みを促し、人々に静かに理解と共感の輪を拡がる様な状況を作ることが大切です。	 

物性グループも物性コミュニティとしての着地点指向型に転換していくことを目指し、力強く発信す

る組織へ変貌することが求められています。皆様のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。	 

（2015 年 3 月）	 	 
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共同利用研究所委員推薦選挙結果	 	 

（１）	 東京大学物性研究所人事選考協議会委員（任期：2015.4.1-2017.3.31）	 

日時：2014.8.23	 

場所：大阪府立大学	 I-site なんば	 2F	 C2 室	 

幹事会にて、幹事１５名及び委員長と事務局長を加えた１７名により、物性物理分野２名の

推薦者選出投票を行った。以下、最終投票結果である。	 

・物性物理分野（当選）	 	 川上	 則雄（京大理）	 12 票	 

	 	 	 高畠	 敏郎（広大理）	 23 票	 

	 

（２）	 東京大学物性研究所	 共同利用施設専門委員会委員（任期：2015.4.1-2017.3.31）	 

ノミネーション期間	 2014.7.1-2013.7.15	 	 

投票期間	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2013.8.1-2013.8.20	 

有権者数	 	 	 	 	 209	 有効投票総数	 145 票(投票率	 69.4％)	 

	 	 物性物理分野	 ７名＋物理化学分野２名	 以内で投票（郵送）	 

開票	 	 	 2014.8.25	 

	 

【物性物理分野】	 

物性グループより推薦	 

前野悦輝（京大理）	 61 票	 

楠瀬博明（愛媛大理）	 56 票	 

萩原政幸（阪大強磁場）	 50 票	 

坂井徹	 （原子力機構）	 49 票	 

野尻浩之（東北大金研）	 46 票	 

田中秀数（東工大理）	 46 票	 

坪田誠	 （大阪市大）	 41 票	 

（次点）	 

小堀洋	 （千葉大理）	 40 票	 

岩佐和晃（東北大理）	 40 票	 

	 

【物理化学分野】	 

物性グループより推薦	 

野原実	 （岡山大理）	 33 票	 

東正樹	 （東工大応セ）	 28 票	 

	 

（次点）	 
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吉村一良（京大理）	 26 票	 

谷垣勝己（東北大理）	 25 票	 

	 

（３）	 京都大学基礎物理学研究所	 運営協議会委員委員（任期：2015.4.1-2017.3.31）	 

有権者数	 	 	 	 	 209	 有効投票総数	 141 票(投票率	 67.5％)	 

	 	 統計力学物理分野	 ２名（正候補１名と補欠候補１名）および	 

物性物理分野５名	 （正候補３名と補欠候補２名）以内で投票（郵送）	 

	 

【統計力学分野】	 

物性グループより推薦	 

田崎晴明（学習院大理）	 44 票	 

（補欠候補者）	 

川村光	 （阪大理）	 37 票	 

	 

【物性物理学分野】	 

物性グループより推薦	 

遠山貴己（東理大理）	 59 票	 

石原純夫（東北大理）	 58 票	 

小形正男（東大理）	 55 票	 

（補欠候補者）	 

宮下精二	 （東大理）	 50 票	 

上田和夫（東大物性研）	 48 票	 

	 

（４）	 京都大学基礎物理学研究所	 共同利用運営委員会委員（任期：2015.4.1-2017.3.31）	 

有権者数	 	 	 	 	 209	 有効投票総数	 139 票(投票率	 66.5％)	 

	 	 統計力学物理分野	 ２名（正候補１名と補欠候補１名）および	 

物性物理分野５名	 （正候補３名と補欠候補２名）以内で投票（郵送）	 

	 

【統計力学分野】	 

物性グループより推薦	 

中西秀	 （九大理）	 	 42 票	 

（補欠候補者）	 

香取眞理（中央大理工）	 	 42 票	 

	 

【物性物理学分野】	 

物性グループより推薦	 
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押川正毅（東大物性研）	 59 票	 

柳瀬陽一（新潟大理）	 59 票	 

黒木和彦（阪大理）	 59 票	 

（補欠候補者）	 

常行真司（東大理）	 53 票	 

村上修一（東工大理）	 47 票	 

	 

（５）	 高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所運営会議委員（任期：

2015.4.1-2018.3.31）	 

幹事会によるノミネーションの結果、幹事委員の投票により１名の推薦を行った。	 

ノミネーション期間：2015.1.13-2015.1.16	 

投票期間：2015.1.16-2015.1.21	 

	 

投票の結果：投票総数	 19票	 

西田信彦（豊田理研）	 	 	 6票	 

倉本義夫（東北大理）	 	 	 6票	 

次々点	 	 家泰弘（東大物性研）	 	 4票	 

最多得票数で2名が並んだが、年長者を推薦するとの申し合わせにより、西田信彦を推薦する

こととなった。	 
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各種推薦委員選挙結果履歴(敬称略)	 	 

1.物性委員会幹事（任期 3 年，物性委員会交代年の 8 月に選挙）	 

2012.10-2015.9	 家、石田(武)、石原、伊藤、上田、大塚、高木、田中、出口、藤、中西、西田、西森、

野尻、野村、早川、播磨、古崎、前田、前野、村上、村田	 

2009.10-2012.9	 安藤、家、岩佐、上田(和)、大貫、小形、奥田、川上、倉本、佐宗、佐藤(英)、高畠、

田島、西田、西森、早川、播磨、藤森、松田、三宅、村上、村田	 

2006.10-2009.9	 佐藤(正)、高畠、後藤、北岡、大貫、巨海、三宅、秋光、前川、上田(和)、福山、前野、

矢ヶ崎、坪田、鈴村、宮下、小田垣、高橋(隆)、押山、川上	 

	 

2.物性研人事選考協議会委員（任期 2 年，1 年ごとに 3 名と 2 名が交代，委員推薦時期 8 月中旬）	 

2015.4-2017.3	 川上、高畠	 

2014.4-2016.3	 田島、田仲、島川	 

2013.4-2015.3	 西森、樽茶	 

2012.4-2014.3	 播磨、松田、陰山	 

2011.4-2013.3	 斎藤、村上	 

2010.4-2012.3	 倉本、山田(和)、吉村	 

2009.4-2011.3	 佐藤(英)、川村	 

2008.4-2010.3	 川上、高木、加藤	 

2007.4-2009.3	 三宅、高畠	 

2006.4-2008.3	 後藤、村上、西森	 

2005.4-2007.3	 永長、北岡	 

2004.4-2006.3	 鹿児島、川上、中村	 

2003.4-2005.3	 佐藤(正)、安藤	 

2002.4-2004.3	 大貫、倉本、水崎	 

2001.4-2003.3	 前川、十倉	 

2000.4-2002.3	 菅、三宅、西田	 

1999.4-2001.3	 山田(耕)、遠藤	 

1999.4-2000.3	 前川	 

1998.4-2000.3	 張、本河、福山	 

1997.4-1999.3	 斯波、小林	 

1996.4-1998.3	 川村、石黒、藤田	 

	 

3.物性研協議会委員(*2008 以降日本学術会議が推薦)	 

(*	 2014.9-2016.8 大野、兒玉、田崎、永長、前野、阿波賀)	 	 

(*	 2012.9-2014.8 入舩、小川、高木、小池、青梅、阿波賀)	 
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(*	 2010.9-2012.8	 野尻、腰原、太田、野上、曽根、尾嶋)	 

(*	 2008.9-2010.8	 福山(寛)、野村、岩佐、岡部、中嶋)	 

2006.9-2008.8	 熊谷、宮島、宮下、中村、前野、金子	 

2004.9-2006.8	 倉本、北岡、青木、鈴村、佐藤(英)	 

2002.9-2004.8	 前川、佐藤(正)、西田、大貫、高畠	 

2000.9-2002.8	 巨海、佐藤(正)、西田、三宅、山田(耕)	 

1999.3-2000.8	 鈴木(治)	 

1999.1-2000.8	 菅	 

1998.9-2000.8	 遠藤、斯波、張、	 

1996.9-1998.8	 遠藤、斯波、小林、藤田、秋光	 

	 

4.物性研共同利用施設専門委員会	 

（任期 2 年,1 年ごとに 8 名と 7 名が交代，委員推薦時期 8 月中旬）	 

2014.4-2016.3 遠山、鄭、有馬、佐々木、鈴木、小山、村山、社本、細越	 

2013.4-2015.3	 寺崎、松田、世良、摂待、小林、村田、播磨、鹿野田、吉村	 

2012.4-2014.3	 石田、加賀山、網塚、佐藤(憲)、黒木、石川、森、新井、細越	 

2011.4-2013.3	 高畠、前野、有馬、村田、紺谷、後藤、堀田、加藤、川勝	 

2010.4-2012.3	 伊土、関根、佐宗、奥田、石川、松田、小林、鈴木(孝)、細越	 

2009.4-2011.3	 田島、村田、繁岡、村上、世良、小口、武田、鹿野田、金谷	 

2008.4-2010.3	 網塚、岩佐(義)、田中、野尻、福山、後藤、石田、白濱、吉村	 

2007.4-2009.3	 高畠、前野、巨海、和田、鈴木(孝)、野末、天児	 

2006.4-20.3	 繁岡、宇田川、和田、村田、田島、松田、石田(武)、高橋	 

2005.4-19.3	 仲間、高畑、巨海、吉村、山田(和)、前野、熊谷	 

2004.4-18.3	 高野、後藤、小口、石川、野尻、村田、和田、大貫	 

2003.4-17.3	 野末、北岡、赤井、前野、高橋(隆)、水貝、奥田	 

2002-4-16.3	 高畠、山田(和)、岩佐、太田、巨海、畑、谷口、樽茶	 

2001.4-15.3	 熊谷、佐藤(英)、酒井、後藤、宇田川、矢ケ崎、高柳	 

2000.4-14.3	 村山、三宅、佐藤(正)、大貫、北岡、鈴木、網代、水崎	 

1999.4-13.3	 太田、前川、巨海、倉本、前野、大門、高畠	 

1998.4-12.3	 高橋(隆)、嶽山、山田(和)、山田(耕)、田中(耕)、城、川上(正)、栗原(進)	 

1997.4-11.3	 栗田、水崎、佐藤(正)、三宅、北岡、伊藤、藤田	 

1996.4-10.3	 遠藤、倉本、斯波、梶田、鈴木、菅、大貫、宮下	 

	 

5.京都大学基研運営委員（任期 2 年，4 名，連続３選は禁止）	 

2013.8-2015.3	 川上、川村、永長、倉本	 

2011.8-2013.7	 川上、上田(和)、栗原、田崎	 
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2009.8-2011.7	 上田、鈴村、斉藤、坪田	 

2007.8-2009.7	 倉本、川上、川村、宮下	 

2005.8-2007.7	 三宅、福山、前川、倉本	 

2003.8-2005.7	 福山、斯波、三宅、前川	 

2001.8-2003.7	 山田(耕)、安藤、斯波、倉本	 

1999.8-2001.7	 山田(耕)、安藤、倉本、張	 

1997.8-1999.7	 斯波、福山、鈴木(増)、興地	 

1995.8-1997.7	 斯波、川村、鈴木(増)、興地	 

1993.8-1995.7	 山田(耕)、安藤、福山、川村	 

	 

6.京都大学基研共同利用委員	 

（任期 2 年，4 名，京都大学基礎物理学研究所運営委員に選出された者は除く）	 

2013.1-2014.12	 楠瀬、黒木、小口、柳瀬	 

2011.1-2012.12	 紺谷、小口、坂井、楠瀬	 

2009.1-2010.12	 紺谷、石原(純)、上羽、西森	 

2006.12-2008.11	 赤井、山下、永長、平島	 

2005.4-2006.12	 本田、三宅、赤井、川村	 

	 

7.高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所運営会議委員	 

（任期 3	 年，1 名）	 

2015.4-2018.3	 西田	 
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拡大物性委員会（物理学会インフォーマルミーティング）	 

2014 年 3 月 28 日(金)	 18:00－20:00	 

日本物理学会 2014 年年次大会	 東海大学	 AC 会場	 

［出席者（敬称略、地域順）］	 

村山(室蘭工大),野村(北大理),倉本(東北大理),野尻(東北大理),佐々木(東北大金研),矢嶋(宇都宮大

工),川北(原子力機構 J-PARC),社本(原子力機構),新井(原子力機構),菊池(原子力機構),藤井(CROSS 東

海),鈴木(CROSS 東海),佐藤(CROSS 東海),兵頭(KEK 物構研),門野(KEK 物構研),山田(KEK 物構研),村上

(KEK物構研),三宅(KEK物構研),柳沢(産総研),大塚(筑波大),門脇(筑波大),伊賀(茨城大理),長嶋(東理

大理),福山(東理大総研),河野(理研),瀧川(東大物性研),徳永(東大物性研),嶽山(東大物性研),榊原

(東大物性研),上田(東大物性研),	 金道(東大物性研),家(東大物性研),小森(東大物性研),小形(東大理),

今田(東大工),為ヶ井(東大工),前田(東大総合文化),出口(お茶大理),栗原(早稲田大理工),斯波(東工

大),秋光(青山大理工),西田(豊田理研),伊藤(名大理),水谷(北陸先端大院),遠山(京大基研),石田(京

大理),池田(京大理),齋藤(京大化研),田島(阪大理),清水(阪大極限),村田(大阪市大理),宍戸(大阪府

大工),高橋(大阪府大 21 機構),水木(関学大理工),播磨(神戸大理),籐(神戸大理),野原(岡山大),小林

(岡山大),乾(広島大総合),鈴木(広島大先端物質),小山(鹿児島大理)	 

事務局：	 石田(大阪府大工),	 田中(大阪府大理),	 加藤(大阪府大工),	 戸川(大阪府大工)	 

計	 65 名	 

	 

配布資料	 	 

・物性研	 報告	 

・KEK・物質構造科学研究所	 報告（山田和芳）	 

・J-PARC/MLF	 物質・生命科学実験施設（新井、瀬戸、藤井）	 

・京都大学基礎物理学研究所	 

・物性科学連携研究体	 

	 

議事次第	 

1. 18:00	 事務局挨拶	 （委員長：石田武和）	 ５分	 

2. 18:05	 事務局報告	 25 分	 

1) 会計・会員状況の報告、会員更新・新規加入の案内	 

2) 事務局報の報告、pdf 化について	 

3) Asia	 Pacific	 Center	 for	 Theoretical	 Physics	 (APTCP)の委員推薦についての報告	 

4) 学術会議との連携強化について	 

(i) 学術会議推薦幹事のための規約改正承認	 

(ii) 理学工学分野における科学・夢ロードマップの改訂	 

(iii) 『学術会議との連絡会』（３／２９	 １２：３０～１３：３０	 SA 会場）	 
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3. 18:30	 学術会議との連携「日本学術会議物性物理学・一般物理学分科会からの提言」（講演 25 分、

質疑 10 分）	 

	 	 	 	 	 	 学術会議会員/物一分科会委員長	 田島節子（阪大）	 

4. 19:05	 物理学会の領域改革について：「物理学会領域制度の課題と今後のあり方（国際化を含む）」	 

1) 理事会から：	 石田	 憲二（京大）（25 分）	 

2) 領域代表から：出口	 哲生（領域１１）（お茶大）（5 分）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 乾	 雅祝	 （領域６）（広島大）（5 分）	 

3) 質疑（10 分）	 

5. 19:50	 その他	 

6. 20:00	 終了・散会	 

	 

議事	 

	 

１	 事務局挨拶	 （委員長：石田武和）	 

事務局が掲げる３つの目標、①	 物性グループの会員・参加分野の拡大、②	 学術会議との連携強化、③	 

日本物理学会を含めた関係学会との連携	 の意図が紹介され、今回の議題との関連性が説明された。	 

	 

２	 事務局報告	 （田中事務局長）	 

1)	 会計・会員状況の報告、会員更新・新規加入の案内	 

会員状況：グループ数２０５（＋３７）、物性委員２４２（＋４０）、メンバー１１３９（＋１２６）	 

事務局の引継ぎ(2012 年 9 月)以降、会員数、グループ数、研究分野も拡大していることが報告された。	 

会員更新の案内：	 

2014 年 4 月に行う登録更新の手続きの詳細が説明された。3 年間分(2014 年 4 月～2017 年 3 月)の更新

となる。	 

会計報告：前回の拡大物性委員会時点での残額が１６８万、会員の会費振込みがあり３万円ほど入金。

人件費で２万ほど支出。現在の残金は１６９万４９２０円。	 

2)	 事務局報の報告、pdf 化について	 

今回から事務局報を PDF 配信が説明された。事務局報は物性グループの WEB サイト公開で、ダウンロー

ドが可能である。	 

3)	 Asia	 Pacific	 Center	 for	 Theoretical	 Physics	 (APTCP)の委員推薦についての報告	 

Asia	 Pacific	 Center	 for	 Theoretical	 Physics の日本委員の推薦を行った。昨年 8 月の幹事会にて物

性分野から委員を推薦することとなり、幹事からの推薦を 9 月末まで受け付けた。三宅和正氏（任期 2014

年 3 月末）の任期満了を受け、早川尚男氏（京大基研）を 10 月に推薦した。APTCP 日本委員会の物性サ

ブグループ委員は、古崎昭氏（理研）（任期 2015 年 3 月末）、早川尚男氏（任期 2016 年 3 月末）の２名

である。	 

4)	 学術会議との連携強化について	 
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	 (i)	 学術会議推薦幹事のための規約改正承認	 

従来からの物性委員の幹事に加えて、学術会議から推薦される幹事の枠を設ける方針が前回の拡大物性

委員会(2013/9/26)で承認された。今回の拡大物性委員会で規約改正の内容を提案するという取り決め

に従い、幹事会承認の規約改正案が事務局より提案され、会場より承認された。この規約案は学術会議

の物性物理学・一般物理学分科会に提出し２月に承認され、３月初めに物性委員長から学術会議に新幹

事の推薦依頼を行い推薦を受けた経緯が説明された。また、物性物理学・一般物理学分科会の会員（役

員、委員長、副委員長、もしくは、会員）が常に 1 名入る形での推薦を物性委員会から学術会議の方へ

お願いするように、次期の事務局への申し送り事項を作成することが報告された。	 

	 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 

物性委員会規約（改正提案）	 	 	 

2006 年	 ３月２７日制定、2007 年	 ９月２２日改訂、2014 年	 ３月２８日改訂	 

第５章	 幹事	 

（幹事の構成と選出）	 

第１４条	 本会に幹事を置く。	 

一.幹事のうち２名は委員長、事務局長とする。	 

二.幹事のうち２名は、前委員長、前事務局長とする。	 

三.上記以外の幹事として、１８名を物性委員会の選挙により、会員あるいはそのグループの構成員か

ら選出する。	 

四.この他の幹事として、日本学術会議	 物理学委員会	 物性物理学・一般物理学分科会の委員より、同

分科会の委員長が推薦した２名以内の者に物性委員会委員長が委嘱する。	 

五.四項の幹事に空席が生じた場合には随時、新しく幹事を委嘱できるものとする。	 

六.四項の幹事であるものが、新たに一項から三項の幹事となることを妨げないが、その場合は五項の

規定にかかわらず、当該幹事の四項幹事としての残任期間は空席として、新たな幹事を委嘱しない。	 

（幹事の任期）	 

第１５条	 任期は事務局の任期と同じ３年とする。ただし、第 14 条四項の幹事は日本学術会議の委員

の任期に合わせるものとする。	 

附	 則	 	 	 この規約は 2014 年 3 月 28 日より施行する。	 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 

	 

従来の幹事会は、物性委員会の選挙で選出された 18 名の幹事に加えて、現委員長、現事務局長、前委

員長、前事務局長を併せた合計 22 名の幹事で構成されていたが、学術会議からの推薦幹事が常に 2 名

在籍することになり、学術会議と物性委員会の連携が強化されることが期待される。	 

	 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 

申し送り事項：	 
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物性委員会と学術会議物性物理学・一般物理学分科会の連携を強力に推し進める立場から「学術会議か

ら物性委員会への幹事の推薦にあたり物一分科会所属の学術会議会員の方が 1名は入る形で 2名以内の

推薦」を双方の組織での申し送り事項とする。	 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 

	 

石田・委員長より補足説明：	 

学術会議物性物理学・一般物理学分科会（学術会議の物一分科会	 と略称される）では 40 名の先生が活

動されており、その内訳は学術会議会員が 3 名、連携会員が 37 名。学術会議会員と連携会員では“集

まる情報量や把握している内容が違う”そうであり、“3 人の学術会議会員から少なくとも 1 人が幹事

として入っていただくようにお願いするようにする”という申し送り事項を加えることにした。	 

	 

＜学術会議からの幹事推薦＞	 

以上の規約に基づき、学術会議から幹事２名を推薦頂いた。	 

•家泰弘（東大物性研）：学術会議副会長、（現）物性委員会幹事	 

•田島節子（阪大理）	 ：物一分科会委員長	 

２名の先生が学術会議から推薦された幹事として会場より承認された。	 

	 

	 4)	 学術会議との連携強化について	 

	 (ii)	 理学工学分野における科学・夢ロードマップの改訂	 

前回の拡大物性委員会で日本物理学会の斯波弘行会長が“「夢ロードマップ」への物性コミュニティの

関与”という題目で講演し、学術会議より日本物理学会に依頼された理学工学分野に向ける科学・夢ロ

ードマップの改訂案を作成することが承認された。これを受けて、物性科学分野 WG（WG 長：伊藤・名

大、村田・大阪市大、中西・九大）と原子分子ナノ科学分野 WG（WG 長：大塚・筑波大、古崎・理研、

西森・東工大）の２つのワーキング・グループが 2013 年 9 月より 2011 年度版を基に改訂案を作成した

ことが報告された。“改訂案は 2013 年 12 月に幹事会で承認され、物理学会に提出、2014 年 1 月に物理

学会理事会にて改訂案が了承され、学術会議に提出され、現在、学術会議にて最終案が策定されている”

という経緯が説明された。各 WG 長から改訂の内容が説明された。	 

（伊藤・物性科学分野 WG 長）：昨年度に家先生が作成された案を大幅改定しない基本方針が幹事会で決

まった。この方針に沿い、事務局と改訂作業を進め、図の差し替え、最近のトピックの追加、レイアウ

トや吹き出しの変更などを行った。	 

（大塚・原子分子ナノ科学分野 WG 長）：	 意見を集約し、家先生が作成されたロードマップ案に少しだ

け改訂を加えた。専門用語は略さずに明記するようにし、いくつかのキーワードを追加した。光関係の

語句は別のカテゴリーなので削除した。	 

（斯波・日本物理学会会長）：日本物理学会理事会には物性関係の理事・監事がおり、少し文言を改訂

した。全体や他分野との整合のために、再度、日本物理学会に確認の連絡がある。4 月以降は兵頭次期

会長のもと藤井次期副会長が対応する。	 
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＊事務局注	 

公開されたロードマップ 2014 は学術振興会のホームページで閲覧できる。「理学・工学分野における科

学・夢ロードマップ 2014（夢ロードマップ 2014）」

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-22-20081.html	 

３．分野別ロードマップ（３－３物理学分野 Part1	 物理学分野 Part2	 物理学分野 Part3）	 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-20081-3-3-1.pdf	 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-20081-3-3-2.pdf	 

	 

4)	 学術会議との連携強化について	 

	 (iii)	 『学術会議との連絡会』	 

日本学術会議と日本物理学会理事会の合同インフォーマル・ミーティングが 3 月 29 日 12 時 30 分～13

時 30 分に SA 会場開催と紹介された。プログラムは次の通りであり、マスタープランの紹介やロードマ

ップの話などが詳しく説明される。	 

•	 開会挨拶	 司会	 相原	 第三部幹事	 （３分）	 

•	 物理学委員会の活動・概要とマスタープラン 2014：伊藤早苗委員長（２０分）	 

•	 物・一分科会	 提言：田島	 物・一分科会委員長（１０分）	 

•	 夢・ロードマップ、物理教育の質保証：相原	 第三部幹事（７分）	 

•	 これからの２２期の活動・結び：家	 副会長（５分）	 

各所あわせての質疑時間を１５分確保	 

	 

	 

	 

３	 学術会議との連携「日本学術会議	 物性物理学・一般物理学分科会からの提言」（学術会議

会員/物一分科会委員長：田島節子）	 

第 22 期の物性物理学・一般物理学分科会（学術会議の物一分科会と略称される）で準備中の提言内容

が紹介された。	 

＊事務局注	 提言は下記のＨＰで公開されている。	 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t192-1.pdf	 

学術会議の構成、物一分科会	 

学術会議の構成が説明された。第３部の理工系に属する物理学委員会の学術会議会員のうち、今期の物

性・一般物理学関係者は家会員、伊藤早苗会員、田島会員の 3 名であり、今期の物一分科会は連携会員

37 名を加え 40 名で構成されている。	 

学術会議・分科会の役割、今期の目標	 

	 “学術振興のために必要な事項を分析して提言する”ことが分科会の役割であり、物一分科会が 2008

年第 20 期の家委員長のもと行った提言「物性物理学・一般物理学分野における学術研究の質と量の向

上のために」に対する政府施策の検証(フォローアップ)を今期の目標として活動したことが説明された。	 
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第２２期物一分科会	 提言フォローアップ WG 委員	 

合計１１名で構成されている。	 

委員	 田島節子（第三部会員）物一分科会委員長、	 

主査	 五神真	 （第３部連携会員）、幹事	 伊藤公孝（第３部連携会員）	 

委員	 伊藤公平（第３部連携会員）、委員	 蛯名邦禎（第３部連携会員）、委員	 北岡良雄（第３部連携

会員）、	 

委員	 河野公俊（第３部連携会員）、委員	 腰原伸也（第３部連携会員）、委員	 瀧川仁	 （第３部連携

会員）	 

委員	 谷口雅樹（第３部連携会員）、委員	 吉川研一（第３部連携会員）	 

第２０期の提言「物性物理学・一般物理学分野における学術研究の質と量の向上のために」	 

６年前の提言は大学法人化による研究環境への影響を懸念して作成された経緯が説明された。	 

（１）デュアルサポート（基盤的経費と競争的経費）の充実	 

（２）共同研究や連携研究を促進する新しい支援制度の構築	 

（３）中・大規模研究施設の整備計画策定の仕組みの構築	 

検証の結果	 

提言（１）デュアルサポートの充実	 →	 調和のとれたデュアルサポートは実現されていないことが報

告された。	 

提言（２）共同研究や連携研究を促進する新しい支援制度の構築	 →	 提言内容が概ね実現されている

ことが報告された。	 

提言（３）中・大規模研究施設の整備計画策定の仕組みの構築	 	 

→学術会議マスタープランが有効に機能した可能性があること、物一分野における大型研究計画を推進

する仕組みの構築が未完成であることが報告された。	 

新たに顕在化した問題	 

・競争的資金への過度な傾斜	 

・大学の役割分担論	 

・個別の法人に閉じた最適化に頼るシステム改革の弊害	 

・有期雇用の博士研究員の増大（競争的資金増大に伴う）。別途、専門に審議する委員会が設けられて

いる。	 

第 22 期物一分科会からの提言「物性物理学・一般物理学の学術研究のさらなる振興のために」	 

（１）デュアルサポート（基盤的経費と競争的資金）の充実	 

（２）法人枠を超えた全国的規模の連携研究の振興	 

（３）若手研究者の職の不安定化問題の解決	 →	 学術会議課題別委員会	 

の３点を提言した。	 

物性委員会（物性コミュニティ）に期待すること	 

・物性物理学の価値について、社会（政府・国民）に発信し続けること。	 

・マスタープランやロードマップの策定に積極的に関与すること。	 
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大型研究計画マスタープラン（物理学関連）	 

２回目のマスタープラン	 http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t188-1.pdf	 

・人文科学からすべての計画を合わせて、学術会議全体としては 207 件提出された。	 

・物理学委員会から提出した研究計画 31 件。内区分 II が 7 件、区分 II は前回採択されているもの。	 

・内、ヒアリング課題 8 件で、最重点課題ではないが大型重点研究計画（27 件が採用）に残ったものが

6 件	 

・物一分科会から提出した中で最後に残ったものは次の４つ。	 

物理学	 

73	 23-1	 未踏波長領域の極限コヒーレント光源による物性光科学の開拓	 

74	 23-1	 非平衡極限プラズマ全国共同連携ネットワーク研究計画	 

78	 23-1	 パワーレーザーによる真空量子光学開拓のための大規模連携研	 

80	 23-2	 J-PARC 実験施設の高度化による物質の起源の解明	 

・最後の 27 件の中に残ったのは#74 のプラズマだけであり、いわゆる物性関係の研究計画は一つも残っ

ていない。	 

化学委員会から提出して大型重点研究計画に採択された物性物理関連の課題	 

・物性関係の計画で物理学委員会ではなく化学委員会から提出され、大型重点研究計画（27 件）に残っ

た。	 

化学	 

140	 26-1	 新しい時代の科学技術立国を支える放射光科学の高輝度光源計画（放射光学会）	 

147	 26-5	 アト秒レーザー科学研究施設（東大の理学系）	 

148	 26-8	 物性科学連携研究体（理研の玉尾先生）	 

物性関係計画が化学委員会から提出され３つ通ったことは良いことであるが、物性委員会・物性コミュ

ニティから提出できればなおよい。マスタープランは定期的に改訂されるので、次回までに物性コミュ

ニティ内での進め方を議論しておく必要がある。昔、学術会議に国分寺構想というものがあった。その

発想に近いのが“物性科学連携研究体”ともいえるが、参加研究所が限られている。もう少し大規模に

するのも一案。マスタープランの大型重点研究計画に採択で直ちに予算が付く訳ではなく、漠然と認知

されたということ。将来これを軸に大きな予算がつくかもしれないというレベルの話である。	 

＜質疑＞	 

（石田・委員長）：“田島先生からの物性コミュニティに呼びかけ”に対してコメントや質問をお願いす

る。	 

（福山・東京理科大）：化学から提出したのは、申請者が化学から出した方が良いと判断したからか？	 

（水木・関学大理工/放射光学会会長）：放射光から提出した計画をまとめた。中性子が物理から出るこ

ともあり、多分野のユーザーが参加している放射光は化学から出すように判断した。	 

（田島・学術会議会員/物一分科会委員長）：マスタープランの選択や提出のプロセスは、科研費のスタ

イルに近かった。物性コミュニティからいつでも提案できるように議論しておくことが重要である。化
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学分野や素粒子分野や天文分野は組織的に動いている。物性分野は、人数は多いが、コミュニティ全体

での活動が不足している。	 

（石田・委員長）：１２月頃に「物性コミュニティでマスタープランについて何か議論しなくてもよい

のか？」と声をかけていただいた。そのとき既に遅かったと言え、次期に向けて物性コミュニティとし

て組織的に動くべきと解釈したい。	 

（田島・学術会議会員/物一分科会委員長）：そのようにして頂きたい。	 

（瀧川・東大物性研）：前回同様、今回も、文部科学省のロードマップにコンバートされるのか？	 

（家・学術会議）：一昨日から文科省で関連したヒアリングが行われている。	 

（田島・学術会議会員/物一分科会委員長）：科学・夢ロードマップの意味合いはマスタープランとは全

く別。学術コミュニティが“世の中に夢を与えるために描く”、“未来はこうなりますよ”と伝えるの

が科学・夢ロードマップ。素粒子・原子核は、常に一般社会に訴えることを考えており、必要なときに

言葉がすぐに出てくる。	 

（石田・委員長）：田島先生には物性グループ幹事会に学術会議側からの幹事として参加していただい

ている。今後も情報提供をしていただき、活発な議論が行われるようにご協力いただきたい。	 

	 

	 

４	 物理学会の領域改革について：「物理学会領域制度の課題と今後のあり方（国際化を含む）」	 

１）理事会から（日本物理学会理事：石田憲二）	 

日本物理学会の領域制度への見解および対策、学会運営における国際化の方針	 について説明された。	 

学会からの発信	 

学会が取り組んでいる新しい試みである、JPS の Conference	 Proceedings の発刊、学会の学会誌のリニ

ューアル、学会ホームページの強化	 の詳細が紹介された。	 

領域問題	 

去年の 8 月 10 日の理事会で“領域制度の問題点と理事会の見解をまとめた”ことが報告された。	 

領域からの要望や指摘事項や問題点	 

１	 理事会として領域問題への見解を示してほしい	 

２	 各領域での立場の違い。最適の名称で表される領域とそのようにはできない領域がある。特に小さ

いグループからなる領域などでは出発点が異なる。	 

３	 領域の番号は日本だけで通じる番号であり、海外では通用しない。それがあたかも決まったような

番号のように、プログラムや若手賞の問題にかかわっている。	 

理事会の見解	 

１	 “細分された分科名は学問の発展を阻害するということで流動性を高めるために番号制を導入した”

が、“番号制を導入したからといって流動性が大きく向上したようには見えない”と現状を評価する	 

２	 領域自体がさまざまな団体の若手奨励賞や代議員の選出の母体となっている。temporary とした領

域が意味を持ってくることを危惧している	 
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３	 他の領域や、素核・宇宙領域から、領域分野や中身が見にくいことは非常に問題であり、番号制の

デメリットである	 

４	 若手の研究の裾野を狭めている	 

理事会からの回答・提案・対応	 

・問題点は了解したが、取りあえずは今の領域制度を継続する	 

・現状を考えると、若手賞やシンポジウムの仕組みを変更するのは難しく、今の段階で変わることはで

きない	 

・当面は領域の番号を踏襲する。領域の中身が分かるように、番号と分野の対応を必ず併記する。	 

・番号は随時変更しても良い	 

・毎年の年次大会のときは必ず領域会議で名前等について話し合う	 

・昨年の 8 月に理事会から 12 個ある各領域に“カテゴリーの中身を表すキーワード”を出すように指

示した	 

・9 月の学会中に各領域で話し合い、11 月の領域委員会(11/19)で領域代表がその内容を話し合えるよ

うに段取りした	 

・領域番号と分科名を併記することで、学会の内容や各会場での研究テーマがわかるようにする。	 

・領域の内容は固定するものではなく、新たな領域がうまれることも推奨する。	 

＜領域委員会で決まった名称＞	 

領域 1：	 原子分子・量子エレクトロニクス・放射線	 

領域 2：	 プラズマ	 	 	 

領域 3：	 磁性（以前は磁性と磁気共鳴であったが、領域３が“磁性”と決定した）	 

領域 4：	 半導体、メゾスコピック系・局在	 	 

領域 5：	 光物性	 	 

領域 6：	 金属（液体金属・準結晶）・低温（超低温・超伝導・密度波）	 	 

領域 7：	 分子性固体	 	 

領域 8：	 強相関電子系	 	 

領域 9：	 表面・界面、結晶成長	 	 

領域 10：	 構造物性（誘電体、格子欠陥、Ｘ線・粒子線、フォノン）	 	 

領域 11：	 物性基礎論・統計力学・流体物理・応用数学・社会経済物理	 	 

領域 12：	 ソフトマター物理・化学物理・生物物理	 	 

領域 13：	 物理教育・物理学史・環境物理	 

国際化について	 

・日本社会のグローバル化に応じて、日本物理学会の国際化が必要	 

・外国人研究者やポスドクが増加している。日本物理学会は日本にいる研究者の学会であるという認識

が必要。	 

・日本の研究内容を世界に知らせるためには国際化が必要。最近は英語セッションが少なくなっている。	 

今後の計画	 
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・英語プログラムの作成。申込み時の英語情報を用いて WEB 上にプログラムを作成する。予算を考慮し

WEB 配信する。	 

・近隣諸国との合同シンポジウム	 

・サバティカル研究者によるチュートリアル講義	 

２−１）領域代表から（領域１１代表：出口哲生）	 

領域 11：	 物性基礎論・統計力学・流体物理・応用数学・社会経済物理	 

領域１１は、発表件数はポスターを含めて４００件あり、最大の領域である領域８の５００件につぐ２

番目に大きな領域である。問題はいろいろな分野が入っていることであり、領域の名称が長い 25 文字

の名称になった。この領域は分割できるであろうが、研究者人口の問題が生じる。シンポジウムに関し

ては各分野から 1、2 件ぐらいなのでプログラムは作りやすい。一方、若手賞の選考が、分野が広いた

めに、非常に大変になっている。英語化問題に関して、違う分野の人の発表を集める英語セッションで

は効果がない。タイトルを英語にするのに加えて、パワーポイントを英語にすることは有効であり、ま

ずは義務でなく推奨してみればよい。院生が英語で講演するのであれば講演時間を増やしてもよい。教

育としての話ではなく、段階的に英語の講演が増えるような施策を行うのが良い。	 

２−２）領域代表から（領域６代表：乾雅祝）	 

領域 6：	 金属（液体金属・準結晶）・低温（超低温・超伝導・密度波）	 

領域６では、領域に略称を付けるという話に対して反対の意見が出ている。この領域は、金属分科と低

温分科の一部が合わさって形成された経緯がある。インフォーマル・ミーティングは別に行っており、

代表は両方のインフォーマル・ミーティングをはしごしている。金属分科の出身者は“金属”という名

称に愛着があり略称あるいは分野名から“金属”の名前が消えるのには反対である。一方、超低温・超

伝導・密度波のグループでは“低温”が同じ意味をもつが、低温を専門とする運営委員は複数の領域に

またがっており、領域６で“低温”という名前を使うには批判がある。折衷案として、全て省略せずに

記述すればよいであろうと考え、金属と低温の後ろに括弧づけで主な分野をつけるという現在の名称に

なった。若手賞の選考は、領域６は大きく４つの分野があるので、選考委員はそれぞれの分野に偏らな

いように決めている。若手賞候補者は基本的に業績が賞にふさわしいかどうかを優先して判断しており、

特に分野のバランスを考えることは行っていない。英語講演に関しては、インフォーマル・ミーティン

グでパワーポイントはできるだけ英語表記すると申し合わせしている。ベテランの先生はできるだけ英

語表記のパワーポイントで発表しているようだ。	 

３）質疑	 

（福山・東京理科大）：領域制度を導入するときに“分科”を、流動性を持たせる“領域”に変えた。

領域の学問テーマは３年ないし５年とし、領域のリーダーが全部集まる際に、絶えず研究活動に合わせ

た分け方をする申し合わせ事項を入れた。「その後、作業はどうなったのか？」先ほど、領域の名称と

中身を示すと説明があった。“中身は常にテーマが最適なところでグループ化する”のが基本である。

サイエンスの場合、テーマは絶えず変わっていく。領域だけが固定されるのは、最初の議論と違う。「領

域の中身はどう検討されているか？」	 
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（大塚・筑波大）：領域 4 の代表をしていた時期に、福山先生が制度を変えられたのを憶えている。領

域代表会議の中でその議論があるだろうと思って領域代表を引き受けたが、一切、議論が行われなかっ

た。それが一番問題だったと思う。	 

（福山・東京理科大）：一回目はしっかり議論した。全員が集まり、領域の中身をそれぞれ議論した。

さらにシンポジウムや招待講演者を吟味した。	 

（大塚・筑波大）：領域再編が、領域代表で議論されなかった一つの原因は、素核の方は問題意識が全

くないので、全体の代表会議で議題にならない。番号制の領域代表会議の中で議論できるように作らな

ければならない。研究者が集まり新しい分科ができることは、以前は起きていたが、番号制ではこれが

起きていない。番号制はかなり問題を起こしている。例えば、以前は磁性半導体研究者は物理学会に参

加していたが今はほとんど参加していない。量子情報関係も、以前は物性にあったが、現在では量エレ

に移った。グラフェンは応物に移行した。これらの原因の一つとなっている。	 

（播磨・神戸大）：当時、学会の理事を務めており、倉本会長からの指示のもと、昔の学会誌から経緯

を調べた。先ほど福山先生が述べたことは学会の記事に書いてあった。分科会のときは新制の領域でや

り、年会のときには以前の分科会でやるのが最初の方針であった。一回これを行っているが、途中で、

分科が全て廃止された。廃止理由は事務的に無理があるので分科会はやらず全て領域でやると書いてあ

った。その際に、領域再編の話が放置された。そのとき、素核では何も制度を変更していない。物性は

領域で素核は分科で行っていた時期がある。その後に、物理学会の中で領域委員会を作ることになり、

素核は名前だけ領域に変えた。こういう経緯で領域委員会ができている。その後、若手奨励賞や代議員

の推薦を全て領域が行うようになった。以上のように今の領域の番号が固定化された。最初の精神は、

流動性を持たせるため番号制にし、分科と領域を縦糸と横糸にして再編を流動的にすると書いてある。

ただし、これが途中で飛んでしまった。	 

（石田憲二・日本物理学会理事）：先ほど紹介した８月の理事会の意見承認案では、「番号の後ろにつけ

る分野は随時変更してもよい。新分野の設定や領域再編を促すため、毎年の年次大会のときに変更が必

要ないかどうかを領域内で議論していただく」と新たに書いた。領域委員会が６月に開催されて領域代

表が集まる時に、必ず、今ある領域でよいかを話し合いを、「領域内にある研究の種類を最低年に１回

は見直していく」ように領域委員長にお願いするようにしたい。	 

（倉本・東北大）：今回の案で、取りあえずは分かりやすくなるという点はクリアしているが、元に戻

っただけのこと。最初に領域制にしたときの流動性をどうやって担保するかについては、領域代表が今

の枠内で集まっても何事も起こらないと思う。若手賞が完全に領域の枠組みの中で育ってしまったので、

これを変えるのは大変だという領域代表の話がある。これは変えないと流動性はできないだろうと思う。

関係者の方々が、非常に多大な時間をかけていただき、少なくとも元に戻った。外から見ると、この領

域は何をやっているのかが見えるところまではいったが、ここで終わらすべきではない。	 

（石田・委員長）：研究者が他学会に流出するに関して、具体的な見直しでキーワードを入れるのが対

策の一つになるのか？	 	 

（福山・東京理科大）：	 今の話は重要。学会がしっかり学問分野の活動をうまく取り込んでないために、

研究者が物理学会から他の学会に逃げていっているということ。これは先ほど田島さんが指摘されたマ
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スタープランに物性コミュニティから提案が出ていないということと同じではないか。物性物理コミュ

ニティが中心になって活躍しているようなテーマが、学術会議のマスタープランに他の分野から提案さ

れている。結果的に、物性物理で重要なプランが採択されているが、研究活動という観点からすると今

後が危惧される。“そういうことが起こらないように、それを防ぐためにはこれからコミュニティがど

うするべきか考えてほしい”ということを田島さんは先ほど提案されたのではないか？	 

（田島・学術会議会員/物一分科会委員長）：その通りです。	 

（福山・東京理科大）：これをコミュニティがしっかりと受け止めて、次の具体的なアクションを考え

ないと、どんどんお客が逃げていく。今だったら、まだ止められるのではないか。そういうときに全国

共同利用研の役割が当然ある意味クローズアップされるのではないか。これらは学会のプログラムや領

域制などとつながっている問題なのではないか？	 

（田島・学術会議会員/物一分科会委員長）：番号制にしてしまうと、番号のあとに分野の説明がついて

いなかったら、いる人たちが固定されてしまい、流動性がかえって阻害されないでしょうか？	 

（福山・東京理科大）：その通りです。だから、毎回変えると議論した。	 

（田島・学術会議会員/物一分科会委員長）：例えば、領域８ですと、ずっといる人たちは領域８にいよ

うと思う。新しいテーマ、例えばトポロジカルが出てきたら領域８に入れてしまえば、ずっと領域８の

ままでメンバーが変わらない。かえって組換えを阻害していませんか？	 

（福山・東京理科大）：運用の問題になる。	 

（石田・委員長）：番号の問題に関しては、さきほど石田理事が、次の領域委員会で継続的に議論して

ほしい、見直しも続けてほしいということでした。福山先生がおっしゃったことは、この拡大物性委員

会に参加者を増やして、できるだけ活発にやっていきたいと思います。幹事会は、選挙で選ばれた幹事、

学術会議との連携を進めていただく田島先生と家先生も加わります。非常に限られた時間ではありまし

たけども、お話になられた田島先生、石田先生、出口先生、乾先生ですね。それから会場のみなさんに

活発に議論していただいて、非常に良い機会であったと思います。	 

（山田・KEK 物構研）：田島先生が言われていた大学の法人化後、人材の流動やさまざまな情報の局在化

が起きている。私が所属する研究所でも、研究所と大学の間での人の行き来が固定化し始めている。流

動化をもう一度促進させるような機能を物理学会や他の学会に持たせることができないだろうか？学

会をある種のハブ的なものにすることを考えなければならないかとも思っている。個々の大学が物理学

会に情報を流して、一緒に連携を組むことができれば、非常によい。	 

（村田・大阪市大）：大塚さんから、領域代表会議でそのような話が一切なかったという話がありまし

た。私も２回そういう会議に参加しましたが、プログラムが事務的な話でみっちり詰まっていて５時に

なったのでそろそろ終わりますということになる。領域代表会議のプログラムを作るときに領域代表が

口を出してやらないと一向に進まないと思う。領域代表の代表と作って、それを議論する場を設けない

と一向にこういった議論は進まないと思う。	 

（石田・委員長）：今のご提案は石田理事に宿題としてお渡ししますのでよろしくお願いします。	 

	 

５	 その他	 
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特になし。	 

	 

	 

６	 終了・散会	 

	 

以上。	 
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物性委員会幹事会	 

開催日時：２０１４年８月２３日（土）１３：００〜１５：００	 

開催場所：大阪府立大学	 I-siteなんば	 2F	 S1室	 

幹事出席者（敬称略）：野尻、石原（東北大）、大塚（筑波大）、家、上田、前田（東大）、西田

（豊田理研）、伊藤（名大）、村田（阪市大）、田島（阪大）、播磨、藤（神戸大）、中西（九大）、

村上（高エネ研）、出口（お茶大）	 

オブザーバー：瀧川（東大物性研）	 

事務局：石田、田中、加藤、戸川、渡部（大阪府大）	 

計２１名	 

幹事欠席者（敬称略）：野村（北大）、古崎（理研）、高木（東大）、西森（東工大）、前野、早

川（京大）	 

	 

配布資料	 

・京大基研共同利用委員等の推薦に申し合わせ事項変更案	 

・東大物性研からの物性研人事選考協議会委員の推薦依頼状及び現在の委員リスト	 

・各種推薦委員選挙結果履歴(物性研人事選考協議会委員,	 物性研協議会委員,	 物性研共同利用施

設専門委員会委員,	 京大基研運営委員)	 

・物性グループ名簿	 (2014 年８月６日現在)	 

	 

＜はじめに＞	 

・事務局長より開会の挨拶	 

・事務局長より配布資料に記載の各議題の要点を説明	 

・物性委員長より挨拶。事務局の体制、幹事の職務を説明	 

	 

<議題>	 

１．オブザーバー参加（物性研所長）	 

事務局から提案され、承認された。	 

	 

２．会計監査委員（西田、石原）	 

手続きが遅れて 2014.4 より依頼したが、事務局引継ぎ時の	 2012.10	 にまで遡り、	 

監査委員に就任することが承認された。	 

	 

３．共同利用委員等の推薦に関する申し合わせ事項の変更	 

（本議事録末尾に改訂申し送り事項を資料として添付）	 

趣旨：京大基研共同利用委員等の推薦方法などに対応した。	 
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京大基研：分野のバランスを考慮するため	 “枠”	 を明記する。	 

主として統計力学	 →	 ２名（１＋１）	 

主たる研究分野を限定しない（物性物理学）	 →	 ５名（３＋２）	 

＜幹事コメント＞	 

統計力学を専門とする研究者が物性グループから脱退する傾向がある。	 

対策が必要ではないか？	 →	 継続的に検討する。	 

	 

４．「東大物性研人事選考協議会委員」(２名：物性物理２名)の推薦のための投票	 	 

	 

	 まず、選挙に関する注意を確認した。（敬称略）	 

1)	 西森秀稔（東工大理工）、樽茶清悟（東大工）（任期 2013.4.1〜2015.3.31）の後任委員

の選出で,	 任期は 2015.4.1〜2017.3.31 である。	 その他に、田島節子（阪大理）、田仲由喜

夫（名大工）、島川祐一（京大化研）（任期 26.4.1〜28.3.31）が物性委員会推薦委員として

応職中。	 

2)	 今回は、物性物理学分野から２名,	 物理化学分野から０名を推薦する。実験と理論のバ

ランスも配慮する。	 

3)	 物性グループから推薦された新委員は専門分野の代表としてではなく、全分野的視野に

立って高い立場から物性研究所の教員人事に参画する。	 

4)	 年齢は委員の任期中に 65 歳（東大の定年）を越えないこと。	 

5)	 「物性研研究所協議会委員」、「共同利用施設専門委員会委員」との重任を避ける。（「共

同利用施設専門委員会委員」リストは各グループの物性委員に送付済、「物性研研究所協議会

委員」（★2008 以降は学術会議が推薦★）は添付ファイルを参照）	 

6)	 ２年を超えて,	 引き続き連続して人事選考協議会委員に就任することは避ける。	 

7)	 同一大学同一部局に所属する委員が含まれないように選出する。	 

8)	 幹事会では、まず候補者のノミネーション（欠席の幹事から寄せられたノミネーション

も含む）を行う。	 

9)	 幹事会での投票により推薦候補を決定する。	 

10)	 推薦された候補者には、物性ブループ事務局より意志確認を行う。	 

11)	 物性委員会より物性研へ推薦する（2014.10.31〆切）	 

	 

	 次に、投票権をもつ幹事 17 名の出席を得て、以下の手順で選出した。	 

①幹事によるノミネーション。参考資料として、物性委員の名簿を回覧した。	 

②ノミネーションより選挙リストを作成した。	 

	 	 物性物理：１８名	 

③第一回投票（有効投票数：幹事１７名×各２名を記入）	 

	 	 物性物理：８名	 を選出	 
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	 	 	 	 ＊重複事項に該当する小川氏を除外	 

④第二回投票（有効投票数：幹事１７名×各２名を記入）	 

	 	 物性物理：川上氏（京大・理	 理論）、高畠氏（広大・理	 実験）	 

	 	 次点として、	 

	 	 	 	 物性物理：石原氏（東北大・理論）、新井氏（原研・実験）	 を選出した。	 

	 	 	 	 辞退者などで変更があった場合は、次点のリストから事務局の責任で抽選により選出する。	 

	 	 この手順を、幹事会として承認した。	 

	 

	 ＜幹事コメント＞	 

物性研究所人事選考協議会における所外委員の役割を明確にしてほしい。	 

→物性研の設立の経緯まで遡る話しになる。もともと、学術会議からの勧告を受けて、	 

コミュニティの意見を取り入れるために設けられた制度であり、その役割を	 

物性グループが請け負うことになった経緯がある。	 

制度の運用に修正が必要なら随時検討することとする。	 

	 

	 

５．事務局からの連絡	 

	 事務局長より拡大物性委員会（９月７日）の議題を説明し、承認された。	 

・事務局報告	 

・物性研の現状・課題・将来（物性研所長	 瀧川仁	 氏）	 

・学術会議からの提言（学術会議連携会員	 伊藤公孝	 氏）	 

「我が国の研究力強化に資する研究人材雇用制度検討委員会」より	 

・その他	 

	 

６．物性研将来計画について（瀧川氏）	 

所内での議論を紹介する。主な内容は次の通り。	 

・共同利用・研究拠点の状況	 

・研究部門の将来計画	 

・課題	 

	 

状況	 

2010.4	 共同利用・共同研究拠点の運用開始(2008 制度設計）	 

2013.9	 中間評価で S 評価	 	 

(主なコメント)大型施設との位置づけ、世界最先端研究の実施、近接分野の研究機関と連携	 

2015	 	 最終評価、次期拠点申請、外部評価、	 

構成	 
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４つの研究部門（縮小傾向、人員削減）と	 ５つの付属施設（拡大傾向、人員確保）	 

連携図	 

一目でわかる slide(mission を紹介する図)を作成	 

【物質設計評価施設】	 

	 合成・評価部（年あたり約 100 件の利用がある）と設計部（年あたり約 220 件の利用がある）	 	 

【国際超強磁場科学研究施設】	 

阪大強磁場センターとの一体運用を開始した。	 

【中性子科学研究施設】	 

	 	 2011.3 大震災後、研究の一部を海外で実施した。	 

【極限コヒーレント光科学研究センター】	 

	 	 レーザーと放射光と自由電子レーザー	 

【計算物質科学研究センター】	 

京コンピューターの活用、ポスト系の重要課題を選考中	 

	 	 2014.2	 元素戦略シンポジウムを開催	 

URA の配置	 

2013～2017	 部局研究強化促進事業	 

	 全般的な研究支援（広報・出版・プレス・アウトリーチ）	 

プロジェクト支援、国際連携、国内研究機関・コミュニティとの情報支援	 

	 

将来計画	 

柏キャンパス計画	 

	 キャンパスを拡大中、人口を増やしたい	 

2016	 次期拠点計画	 

	 大学の機能緒強化への貢献（共同研究推進のハブとしての役割と矛盾？）	 

	 グローバル化への対応（国際的な頭脳循環のハブ）	 

	 Hard	 のみならず、新しい Science の発信	 

物性研究拠点として	 

	 部門横断型の研究グループⅠ、Ⅱの設置	 

	 	 研究部門（Small	 Science）の役割	 

	 	 部門の多様な発想を核とし大型施設を有効に活用する仕組みを設ける	 

	 	 横断グループの構築（理論と実験の連携）	 

	 部門横断型の研究グループⅠ	 

	 	 強相関電子系。新量子相レクチャー・シリーズの実施	 

	 部門横断型の研究グループⅡ	 

	 	 伝統的な固体物理外の分野の連携を図る。ボトムアップミーティングの実施	 
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課題	 

	 運営費交付金の減少。電気代の高騰などは、Super	 Computer の運営を直撃している	 

	 共同利用・共同研究拠点のより効果的な在り方、有効な運用。	 

	 新たな mission の発掘、コミュニティの拡大	 	 

	 	 国際ハブ、分野振興、産学連携（海外・企業研究者も対象とする？）	 

	 	 共同利用課題の国際公募	 

	 

	 ＜幹事との質疑＞	 

・共同利用・共同研究拠点の在り方に関連して。	 

人事交流・流動性の観点から人事システムの改革案（クロスアポイントなど）はあるか？	 

	 →（所長）検討項目にしていきたい。すでにある枠組みも使い人材交流を図る。	 

・物性研究所人事選考協議会に関して、役割の明確化	 

	 →（所長）コミュニティの意見を取り入れるようにしたい	 

・グローバル化に関して	 

	 →（所長）国際公募。英語 proposal の導入(柏キャンパス内での実施をどうするかが課題)	 

・企業との共同研究実績がない。policy か?産業界の activity 低下もあるので実施しては？	 

	 →（所長）日本としての方針を定めるべき。計算科学分野では実施している。	 

成果の公開・非公開などの問題。特に生物系の場合は成果の取り扱いが重要になる。	 

・各大学の将来計画とのバッティングはないか？	 

	 →（所長）拡大物性委員会などでの協議事項としたい。	 

	 

	 

７．学術会議との連携について（田島氏）	 

物性グループの在り方と関係するが、大型研究計画を立てる際の議論の場として活用できる。	 

	 

・マスタープランの作成：今後も続くはずである。	 

・マスタープランの性質：予算の保証はない。どのような反応があるかは分からないが、	 

第１回は文科省からの反応があり、第２回は重点化された。	 

・マスタープラン作成の頻度：	 

２期毎（６年、３年）に１回提出すべき（その後、３、４課題に絞られる）	 

そのためには定常的な議論を行っておくことが必要となる。	 

・各分野の状況：	 

【素・核】コミュニティ内で常に議論。手持ちのテーマが数多くあり、順位付けも終わっている。	 

【化学】良い例は“元素戦略”。重鎮が合宿形式で集まり議論。言葉を創り、政府に仕込んだ。	 

【工学】アピールしやすい。	 

【物性】同様の文化がない。しかし、研究にお金が要らないということではない。	 
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	 	 	 	 過去には物性研をつくった実績がある。	 

	 	 	 	 追われて行動するのではなく、定常的な議論の場を設ける。	 

・具体的な案：	 

１．お金を取りやすいのは大型施設。大型施設を核として、その周辺に物性テーマを埋め込む。	 

例）中性子、X 線、放射光で“何”をやるのか？	 

何（どの）の部分に物性コミュニティが参加するか。	 

２．日本各地に物性研究拠点を形成（昔でいうところの国分寺計画）	 

物性研：大型施設＋小型装置、物性研にいけば何でも測れる。	 

	 →	 

地方ごとに研究拠点を形成し、物性コミュニティに開放する。装置の共有化。	 

実際問題として、地方にまたがる移動は大変。日帰りが可能な範囲で拠点を形成。	 

中小規模大学・研究機関を活性化。	 

	 

＜幹事との質疑＞	 

・（委員長）物性委員会は政府とのつながりはなく、実行力は伴わない。	 

一方、学術会議は政府とのつながりがあり、会員はトップダウン的に選出される。	 

相補的に活動できるように物性コミュニティとして連携を強化したい。	 

・物性研に行かなくても研究ができるというのはとてもよいアイディア。	 

研究促進を助ける仕組みになる。	 

・関連して、中小規模の大学・研究施設では研究を進める上で数多くの問題が生じている。	 

インフラが不平等という現実が各地に広がっている。問題を限定させると、例えば、	 

“図書”は大問題である。BRICS では国が契約しているという例もある。ある意味、	 

“図書”は大型施設と同格である。国家レベルで検討してほしい。	 

→為替の影響も甚だしい。ダウンロード数に応じて価格が高騰する（受益者負担）。	 

	 交渉のプロが必要である。	 

→（家委員）学術会議内ではコンソーシアム形成（全国的な交渉窓口）の検討がある。	 

分野ごとの温度差や、また、Open	 access など多様な考え方があり難しい問題である。	 

→（委員長）物性グループで、継続して議論する。	 

	 

・国分寺計画：Local な拠点形成を行うという提言であった。拠点整備計画より２０年たってお

り、現在では体制などが大幅に変わっている。HP から削除するか、革新すべき。議論してもよ

いのでは。	 

→（委員長）拠点計画。物性委員会と学術会議の両方のＨＰに残っている。	 

物性グループで、継続して議論する。	 
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８．その他	 

・物性グループの在り方：何をするところか、はっきりすべきでは。	 

→（委員長）重要な場として機能するように、活動していきたい。	 

・物性グループへの参加に関して：	 

（京大基研）利用するには物性グループへの登録が義務となっている。	 

（東大物性研）同様の登録義務はない。	 

共同利用している人に物性グループに参加してもらうのも一案ではないか。	 

→（物性研所長）検討したい。	 

→ユーザーの規模の問題もある。共同利用者に提案や希望する程度に留めるべきでは。	 

	 

議事録資料：（下線を付したところが改訂部分）	 

	 

共同利用委員等の推薦に関する申し合わせ事項	 

（2007.9.22	 拡大物性委員会後の最終決定版）	 

（2009.3.27	 同一部部局制限の追加）	 

（2014.8.24	 幹事会にて基礎物理学研究所の選考方法を修正）	 

	 

1. 東京大学物性研究所の人事選考協議会委員の推薦は、物性委員会の幹事の投票によって
行う。原則として得票数の多い順に推薦を行うが、物性委員会幹事会を招集して、物性

物理分野と物性化学分野、理論と実験のバランス、任期中に東大の定年を越えない、各
種委員との重任を避ける、連続就任を避けるなどを議論したのち最終的な推薦順位を決

定する。	 
	 

2. 京都大学基礎物理学研究所の運営委員については、物性委員全体の投票に基づき、得票
数の順に推薦を行う。選出人数は、基研運営委員、基研共同利用委員共に、主として統

計力学を研究する分野（統計力学分野）から２名（正候補者１名＋補欠候補者１名）、
主たる研究分野を限定しない分野（物性物理学分野）から５名（正候補者３名＋補欠候

補者２名）とする。原則として、統計力学分野の 1 位を正候補者、２位を補欠候補者、
物性物理学分野の１位〜３位の３名を正候補者、４位〜５位の２名を補欠候補者として

推薦する。	 
	 

3. 上記 1と 2以外の共同利用委員の推薦は、物性委員全体の投票に基づき、得票数の順に
推薦を行う。ただし、同一部局（研究科レベル）から複数人の推薦は行わない。推薦定

員数内の得票数上位に同一部局の者がある場合、それらのうち二位以降の候補者を除外
し、異なる部局に属する次点以下の候補者を順次繰り上げて推薦する。	 

	 
4. 上記 2と 3の投票に際して、物性委員会事務局は、あらかじめ候補者リストを全物性委
員に周知する。リストの候補者数は、各共同利用委員への推薦人数の 2倍以上とする（各
共同利用委員推薦人数は、東京大学物性研究所共同利用施設専門委員：9 名（隔年で、

9名中 1名あるいは 2名を物理化学分野方選出）、京都大学基研運営委員：4名、京都大
学基研共同利用委員：4 名）。候補者の登録は物性委員 3 名以上の賛同をもって事務局

に通知することにより行われる。さらに各幹事は 3名程度の候補者を登録することとす
る。また、物性委員長は必要に応じて分野のバランスも考慮し、候補者リストを補充す

ることができる。物性委員は、投票に際して、候補者リストを参考にしてよいが、これ
に限定されることなく投票できる。	 
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5. 東京大学物性研究所人事選考協議会委員および京都大学基礎物理学研究所運営委員に
推薦された者は、その他の共同利用委員を辞退することができる。その場合、その他の

共同利用委員選挙で次点以降を繰り上げて各共同利用機関に推薦する。	 
	 

	 

物性委員会幹事選挙について	 

（2009.7.11 幹事会承認）	 

	 

1. 物性委員全体の投票に基づき、得票数の順に推薦を行う。ただし、同一部局（研究科レ
ベル）から三人以上の推薦を行わない。推薦定員数内の得票数上位に同一部局の者が三

人以上ある場合、それらのうち三位以降の候補者を除外し、異なる部局に属する次点以
下の候補者を順次繰り上げて推薦する。	 

	 
2. 再選制限はない。	 

	 
3. 物性委員会事務局は、あらかじめ候補者リストを全物性委員に周知する。候補者の登録
は、物性委員 3名以上の賛同をもって事務局に通知することにより行われる。さらに各
幹事は 3名程度の候補者を登録することとする。また、物性委員長は、必要に応じて分

野のバランスも考慮し、候補者リストを補充することができる。物性委員は、投票に際
して候補者リストを参考にしてよいが、これに限定されることなく投票できる。	 

	 

	 

	 

委員会	 時期	 改選数	 推薦選挙母体	 

物性研人事選考協議

会委員	 

（任期 2 年）	 

8 月中旬委員

推薦	 

就任が奇数年 4 月（幹事会推薦が偶数

年）に 2 名	 

（物性物理分野 2 名）	 

就任が偶数年 4 月（幹事会推薦が奇数

年）に 3 名	 

（うち物性物理分野 2 名、物理化学分

野 1 名）	 

物性委員会幹

事会	 

物性研共同利用施設

専門委員	 

(任期 2 年)	 

8 月中旬推薦

依頼	 

（11 月中旬推

薦回答）	 

就任が奇数年 4 月（選挙が偶数年）に

9 名	 

（うち物性物理分野 7 名、物理化学分

野 2 名）	 

就任が偶数年 4 月（選挙が奇数年）に

9 名	 

（うち物性物理分野 8 名、物理化学分

野 1 名）	 

物性委員会委

員全体	 

京都大学基研運営協

議会委員	 

（任期 2 年、連続 3

選禁止）	 

8 月中旬推薦

依頼	 

(10 月中旬推

薦回答)	 

就任が奇数年 8 月（選挙が偶数年）に

4 名(+補欠 3 名)	 

（4 名のうち物性物理分野３名、統計

物理１名）	 

（補欠３名のうち物性物理分野２名、

統計物理１名）	 

物性委員会委

員全体	 
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京都大学基研共同利

用運営委員	 

（任期 2 年、基研運

営委員以外）	 

8 月中旬推薦

依頼	 

(10 月中旬推

薦回答)	 

就任が偶数年 12 月（選挙も偶数年）

に 4 名(+補欠 3 名)	 

（4 名のうち物性物理分野３名、統計

物理１名）	 

（補欠３名のうち物性物理分野２名、

統計物理１名）	 

物性委員会委

員全体	 

物性委員会幹事	 

（任期 3 年）	 
8 月	 

18 名（新旧の委員長、事務局長、学

術会議から推薦される幹事を含まな

い幹事）	 

次期（2015 年 10 月～2018 年 9 月）を

2015 年 9 月までに選挙	 

物性委員会委

員全体	 

	 

	 



	 

	 31	 

拡大物性委員会（物理学会インフォーマルミーティング）	 

	 

2014 年 9 月 7 日(日)	 18:00－20:00	 

日本物理学会 2014 年秋季大会	 中部大学	 BA 会場	 

	 

［出席者（敬称略、50	 音順）］	 

井原(北大理),石原(東北大理),須藤(東北大理),柴田(東北大理),倉本(東北大理),野尻(東北大理),

野島(東北大金研),米永(東北大金研),小池(東北大工),椎名(新潟大工),矢嶋(宇都宮大工),川北(原

子力機構 J-PARC),社本(原子力機構),前川(原研先端研),藤井(CROSS 東海),鈴木(CROSS 東海),佐藤

(CROSS東海),兵頭(KEK物構研),門野(KEK物構研),山田(KEK物構研),大塚(筑波大),伊賀(茨城大理),

遠山(東理大),長嶋(東理大理),福山(東理大総研),岸根(放送大教養),古崎(理研),瀧川(東大物性研),

徳永(東大物性研),鈴木(東大物性研),上田(東大物性研),加藤(東大物性研),家(東大物性研),小森

(東大物性研),益田(東大物性研),為ヶ井(東大工),出口(お茶大理),栗原(早稲田大理工),大熊(東工

大理工),東(東工大応セラ研),斯波(東工大 OB),阿部(電通大),松川(青学大理工),秋光(青山大理工),

伊藤(名大理),伊藤(核融合科学研),早川(京大基研),吉村(京大理),前野(京大理),佐々木(京大低温),

田島(阪大理),萩原(阪大理先端強磁場),村田(大阪市大理),坪田(大阪市大),野口(大阪府大21機構),

篠塚(和歌山大シス工),播磨(神戸大理),籐(神戸大理),小島(神戸大工),太田(神戸大分子フォトセ),

木下(JASRI/SPRING8),野原(岡山大),宇田川(広島大総合),鈴木(広島大先端物質),高畠(広島大先端

物質),本山(広島大先端物質),藤原(島根大総理工),磯田(香川大教育),中西(九大理),赤井(熊本大パ

ルス研),細川(熊大自然),小山(鹿児島大理)	 

事務局：	 

石田武和(大阪府大工),	 田中智(大阪府大理),	 加藤勝(大阪府大工),	 戸川欣彦(大阪府大工)	 

計	 ７６	 名	 

	 

配布資料	 

・物性研	 報告	 

・高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所	 報告	 

・J-PARC/MLF	 物質・生命科学実験施設（新井、瀬戸、横溝）	 

・京都大学基礎物理学研究所報告	 

・拡大物性委員会討議用	 当日配付資料（物性グループ事務局）	 

	 

議事次第	 

1.	 18:00	 事務局挨拶	 （委員長：石田武和）	 ５分	 

2.	 18:05	 事務局報告	 20 分	 

1)	 会計・会員状況の報告、会員更新・新規加入の案内	 
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2)	 会計監査委員の承認	 

3)	 共同利用委員等の推薦に関する申し合わせ事項の変更	 

4)	 東大物性研人事選考協議会委員の選挙結果（幹事会）と推薦	 

5)	 東大物性研共同利用施設専門委員会委員の選挙結果（物性委員）と推薦	 

6)	 京大基研運営協議会委員の選挙結果（物性委員）と推薦	 

7)	 京大基研共同利用運営委員の選挙結果（物性委員）と推薦	 

3.	 18:25	 緊急アピール「大学等における電子ジャーナルが自在に使える環境の確保に関する提言（仮

題）」（案）（趣旨説明 10 分、質疑 10 分）幹事会起草 WG 長	 村田惠三	 

4.	 18:45	 「我が国の研究力強化に資する研究人材雇用制度検討委員会」からの提言について（論点整

理 25 分、意見交換 10 分）学術会議連携会員	 伊藤公孝	 

5.	 19:20	 物性研の現状・課題・将来（紹介２0 分、質疑 10 分）物性研所長	 瀧川仁	 

6.	 19:50	 その他	 （10 分）	 

7.	 20:00	 終了・散会	 	 

	 

議事	 

	 

１	 事務局挨拶	 （委員長：石田武和）	 

事務局運営が 2 年経過し残り１年となったことを述べた後、議題 3-5 の概要が説明された。議題 4 は１

年前に行われた五神氏の講演に関連していること、議題 5 は前事務局よりの引き継ぎ事項であることが

説明された。	 

	 

２	 事務局報告	 （田中事務局長）	 

1)	 会計・会員状況の報告、会員更新・新規加入の案内	 

会員状況：グループ数１８４、物性委員２０９、メンバー９８３	 

会員数は事務局引継ぎ後に増加の傾向であったが、2014年4月の会員更新時に引継ぎ時の水準に戻った。

旧会員へのフォローアップを行うことが説明され、物性委員に更新・加入の呼び掛けへの協力依頼が行

われた。	 

会計：入金は会員会費振込みで～３２万円、支出は幹事会の会議費・旅費などで～４３万。現在の残金

は１５８万１７３３円。	 

2)	 会計監査委員の承認	 

会計監査委員を西田信彦氏（豊田理研）と石原純夫氏（東北大理）に依頼し承諾を頂いていることが事

務局より説明され、会場より承認された。監査員の監査委員の任期は 3 年。事務局交代直後の拡大物性

委員会で行う事項であり、監査は引き継ぎの時点に遡り 3 年間行うことが説明された。	 

	 

3)	 共同利用委員等の推薦に関する申し合わせ事項の変更	 

京大基研からの要請に基づき、申し合わせ事項を変更した。この件、会場より承認された。	 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 

共同利用委員等の推薦に関する申し合わせ事項	 

（’14.8.24	 幹事会にて基礎物理学研究所の選考方法を修正）	 

「京都大学基礎物理学研究所の運営委員については、物性委員全体の投票に基づき、得票数の順に推薦

を行う。選出人数は、基研運営委員、基研共同利用委員共に、主として統計力学を研究する分野（統計

力学分野）から２名（正候補者１名＋補欠候補者１名）、主たる研究分野を限定しない分野（物性物理

学分野）から５名（正候補者３名＋補欠候補者２名）とする。原則として、統計力学分野の 1 位を正候

補者、２位を補欠候補者、物性物理学分野の１位～３位の３名を正候補者、４位～５位の２名を補欠候

補者として推薦する。」	 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 

	 

選挙に関する申し合わせ事項は事務局の引き継ぎ事項であり規約には明記されていない。“分野のバラ

ンスについて考慮する”という申し合わせ事項は以前よりあったが、アンバランスが目立つので、京大

基研からの要請に基づきより具体的なものにした経緯が説明された。	 

	 

4)	 東大物性研人事選考協議会委員の選挙結果（幹事会）と推薦	 

２年間の任期満了に伴い、２名（物性物理分野２名）を改選。8 月 23 日開催の幹事会において、ノミネ

ーション、選挙を行った。	 

物性物理分野：川上則雄（京大理）、高畠敏郎（広大先端物質）	 

を選出。本人より内諾を得ている。会場より承認を受けたので、物性研に推薦を行う。	 

	 

5)	 東大物性研共同利用施設専門委員会委員の選挙結果（物性委員）と推薦	 

２年間の任期満了に伴い、９名（物性物理分野７名、物理化学分野２名）を改選。	 

ノミネーション：	 7 月 15 日締切、投票：８月２０日締切、投票率：６９．４％（物性委員数２０９名、

有効投票数１４５票）	 

1.物性物理分野：前野悦輝（京大理）、楠瀬博明（愛媛大理）、萩原政幸（阪大強磁場）、坂井徹（原子

力機構）、野尻浩之（東北大金研）、田中秀数（東工大理）、坪田誠（大阪市大理）	 

2.物理化学分野：野原実（岡山大理）、東正樹（東工大応セ）	 

を選出。本人より内諾を得ている。会場より承認を受けたので、物性研に推薦を行う。	 

	 

6)	 京大基研運営協議会委員の選挙結果（物性委員）と推薦	 

２年間の任期満了に伴い、７名（統計力学分野２名、物性物理学分野５名）を選出。	 

ノミネーション：	 7 月 15 日締切、投票：８月２０日締切、投票率：６７．５％（物性委員数２０９名、

有効投票数１４１票）	 

1.主として統計力学を研究する	 

候補者	 １名：田崎晴明(学習院大理)、補欠候補者	 １名：川村光(阪大理)	 
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2.主たる研究分野を限定しない	 

候補者	 3 名:	 遠山貴己(東理大理),	 石原純夫(東北大理),	 小形正男(東大理)	 

補欠候補者	 2 名:	 宮下精二(東大理),	 上田和夫(東大物性研)	 

を選出。本人より内諾を得ている。会場より承認を受けたので、基研に推薦を行う。	 

	 

7)	 京大基研共同利用運営委員の選挙結果（物性委員）と推薦	 

２年間の任期満了に伴い、７名（統計力学分野２名、物性物理学分野５名）を選出。	 

ノミネーション：	 7 月 15 日締切、投票：８月２０日締切、投票率：６６．５％（物性委員数２０９名、

有効投票数１３９票）	 

1.主として統計力学を研究する	 

候補者	 １名：中西秀(九大理)	 補欠候補者	 １名：香取眞理(中央大理工)	 

2.主たる研究分野を限定しない	 

候補者	 3 名:	 押川正毅(東大物性研),	 柳瀬陽一(新潟大理),	 黒木和彦(阪大理)	 

補欠候補者	 2 名:	 常行真司(東大理),	 村上修一(東工大理)	 

を選出。本人より内諾を得ている。会場より承認を受けたので、基研に推薦を行う。	 

	 

３	 緊急アピール「大学等における電子ジャーナルが自在に使える環境の確保に関する提言（仮

題）」（幹事会起草ＷＧ長：村田惠三）	 

幹事会(8 月 23 日開催)で発議され、幹事会内のワーキンググループ(ＷＧ)で検討された草案をもとに議

論を行った。	 

提言の要旨	 

私たちは、研究者として日常的に電子ジャーナルと接することで、大学のミッションを果たそうと努力

してきた立場から、関係者の皆さまに、どの大学に所属していても、研究者が基幹的に位置づけられる

電子ジャーナルを自在に使える環境を整備することの重要性を理解して頂き、強いご支援を賜りたい。

とりわけ、第５期科学技術基本計画の中で、電子ジャーナルに関する環境整備の実現に向けた努力目標

が謳われることを期待する。アカデミアが直面する危機を、幅広い層の皆様にご理解頂くことで、賛同

と支援の輪を広げるために、物性コミュニティの声として、緊急アピールをする。	 

	 

・	 “主要雑誌を含めた雑誌の購入を断念する事態が各地の大学で起きている”という現状が紹介され

た。	 

・	 現状をこのまま放置することによる将来への懸念が指摘された。例えば、“産業界に供給される人

材の多くが文献に自由にアクセスできない大学で教育されていること”や“関連して、学生が一部

の大学に集中していくこと”が指摘された。	 

・	 問題の背景として、①競争的資金の割合の増加（運営交付金より大きい）、②社会情勢による各予

算削減率の引き上げ、③雑誌購入費の削減、④ジャーナル購入費の値上げ(＊過去 5 年間で 3 倍値

上げした雑誌がある)	 などがあることが説明された。	 
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・	 各大学では“本部購入と部局購入（受益者負担）のように雑誌を分類していることで対処している

こと”が紹介された。大学の規模に応じて受益者数が少なくなるため、中小規模の大学では負担が

大きく、すでに対処の限界を超えている実情が説明された。	 

・	 世界各国の対応が紹介された。BRICs 諸国はナショナルサイトライセンスを採用し、ブラジル、ロ

シア、インドは大分前から実施しており、先進国でもドイツ、イギリス、フランス、オーストラリ

ア、カナダなどで同様の動きがあることが紹介された。オープンアクセスなどナショナルサイトラ

イセンス以外のアイディアが紹介された。	 

	 

討議資料の文面などへの質問、大学の現状報告など、様々な視点から意見交換を行い、緊急アピールを

行うことが会場より承認された。１）事務局が拡大物性委員会で指摘された表現を手直しする。２）事

務局から物性委員会のメーリングリストに流し、意見を徴収し、まとめる。３）幹事会に諮って最終版

を作成する。随時、物理学会や物理学会会長に相談する。以上の方針が、会場より承認された。	 

	 

＜質疑＞	 

（秋光・青山学院大）：この問題に関連する事柄の情報提供である。オーバードクター問題の対策とし

て、産業界は奨学金を出すなどの活動を行っている。その中に特定の大学に限定した奨学金などがあ

り、個人を選ぶ仕組みにするように是正を提言すべきである。	 

（野尻・東北大金研/幹事）：①	 声明の対象を関係機関となる大学や関連する学協会へのアピールとし、

具体的なことを言わなければならない。②	 電子ジャーナルをどこでも使える環境を作れるように第

５期の計画に入れてもらうことが提言案の目標である。学協会や大学に現状を伝え、解決できる政策

を進める形の提言にする。実態をよく調査して、２番目、３番目の提言を行っていくのがよい。	 

（兵頭・KEK/物理学会会長）：提言は具体性を欠いている。提言の目的は“ユーザーの受益者負担をど

う実質化するか？”に要約される。負担なしに無料で使えるようにするシステムはあり得ない。外国

の例も調査しながら、日本での道筋を具体的に明確にしていくべき。	 

（倉本・東北大学）：趣旨には賛成するが、非常に難しく短期間で解決するのは不可能。大学だけで解

決できる問題ではなく、諸外国でうまくいっている訳でもない。ナショナルサイトライセンスは国家

の研究者規模に応じて契約金額が変わるはず。ドイツが国家コンソーシアムで成功しているならば、

そのモデルは非常に参考になるが、情報の真偽を慎重に調べる必要がある。	 

（石田・委員長）：ドイツの件は脚注[11]で、“DFG はライセンス契約費用として合計 990 万ユーロを供

出し、これで合計 1,010 のデータベース、コレクション、アーカイブ等をナショナルライセンスで提

供する”と紹介している。	 

（倉本・東北大学）：日本でもナショナルサイトライセンスの考え方はあるが、問題はその価格で折り

合うかということになる。	 

（早川・京大基研/幹事/WG 委員）：有用な雑誌に対する費用の綿密な調査が必要である。ナショナルラ

イセンスなどのコストは天文学的な数字になるはず。仮にできたとしても、必ずどこかにしわ寄せが

行く。WG 委員の１人ではあるが、少し難しい印象を持っている。	 
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（家・東大物性研/幹事/学術会議副会長）：“緊急であること”また“非常に難しい問題であること”は

理解できる。今回の提言は“誰を相手にして何をしてもらいたいのか”が明確でない。ナショナルラ

イセンスは、大学が自分の裁量で雑誌を選ぶ権限を放棄することにつながる。諸外国の事例は詳細に

調べた方が良い。アピールする心情は良いが、「何が起こるか」について考えるべきである。	 

（兵頭・KEK/物理学会会長）：補足事項。“受益者負担”は、各大学に文科省から来ている雑誌購入費に

相当するお金をどこかに還流して全体の解決をめざすという意味。この意味でも難しい問題である。	 

（早川・京大基研/幹事/WG 委員）：AIP の社長と懇談したが、ナショナルライセンスには否定的とのこ

と。AIP は本年度と来年度で５０％の値上げを行う。一方、オープンアクセスのジャーナルでは投稿

料が高額になる。今後は、オープンアクセスの仕組みに移行するか、現状のように投稿料を無料にし

て雑誌代を高くするかに推移するであろう。雑誌社としては予算に応じた選択肢を用意するとのこと。	 

（石田・委員長）：８月の幹事会を契機に、幹事会で議論が行われた。幹事会の議論を通して“具体的

な要望書”ではなく、“物性コミュニティが困っている状況に即して緊急アピールを行う”という方

針となった。ナショナルサイトライセンスとオープンアクセスの択一をしようという趣旨ではない。

また、物性委員会の役割は第３条にあり、今回の話題は物性委員会の守備範囲に入れてよい。	 

（藤・神戸大/幹事）：素粒子関係の見解を紹介する。彼らは特に困っていないと発言しており、物理学

会の会員でもスタンスが違う。また、素粒子分野ではプレプリントサーバーで対応できるそうだ。電

子ジャーナルへのアクセスに物性分野ほど強い危機感を持っていない。一方、物性分野では“APS だ

けを購読するために JPSJ を止めた”、“APS のみに絞っており IOP はもっての他”という大学がある。	 

（村田・大阪市大/幹事/幹事会起草 WG 長）：「もし何もしなかったら何もなかったと同じように見える」、

「こういう問題を放置して良いのか」、「見て見ぬふりをして良いのか」と考え、最大公約数的な文章

としてまとめた。まず物性分野の状況を紹介すれば、他からも同じような動きが出てくるのではない

か。対策の一例としてナショナルサイトライセンスを挙げたが、ぜひともやろうとは言っていない。

学内の理学部に聞いたところ、物性以外の物理分野から「そういう話があることだけでもぜひ出して

くれ」と声が挙がった。	 

（石田・委員長）：具体的な要望ではなく、緊急アピールという形で“物性コミュニティの人たちがど

ういった状況にあるのかということを対外的にお知らせする”というアクションを取ることに関して、

ご意見を伺いたい。	 

（兵頭・KEK/物理学会会長）：賛成する。その目的のために改稿が必要。特に外国の例は慎重に記載し

なければならない。既にうまく対応している国もあるがその対応に日本は遅れているというようにも

読み取れる。おそらく、どこの国でもうまくいっていない。“それぐらい大きな問題であり、何とか、

何かしなければならない問題である”と明確に書く必要がある。	 

（石田・委員長）：日本のアカデミアでもオープンアクセスを高めていくという議論があり、今後その

延長で発展する流れが生じるであろう。今回の提言のように声を上げることによって、それ以外の動

きも誘発されるのであれば、コミュニティとしてもアピールする意味はあるのではないか。ご指摘の

ように文章の手直しはまだまだ行わなければならない。	 

（野尻・東北大金研/幹事）：まず緊急アピールを行うというのであれば、公約数のラインとして、“現
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状は非常に危機的な状況になっており、大学によっては全くアクセスできなくなるということ”を強

調する。その上で、“大学や所属に係わらずアクセスできるようにしないと研究が進まない”という

ことを結論にすれば良いであろう。	 

（石田・委員長）：拡大物性委員会で緊急アピールを出す方針が承認いただけたことに感謝する。	 

	 

	 

４	 「我が国の研究力強化に資する研究人材雇用制度検討委員会」からの提言について	 

（学術会議連携会員/核融合研：伊藤公孝）	 

22 期学術会議の課題別委員会“我が国の研究力強化に資する研究人材雇用制度検討委員会”において 1

年半にわたって審議されてきた“我が国の研究力強化に関する人材の問題”に関する提言内容が紹介さ

れた。若手研究者が直面している緊急事態への対応を物理分野が中心になって議論してきたこと、今期

はポスドクの有期雇用・滞留・人材循環などの問題を明確にして解決への具体策作成の方向性を示すこ

とに集中にしたこと、次期において具体的な設計の提言を期待する方針であること	 が説明された。	 

参考資料	 

“我が国の研究力強化に資する研究人材雇用制度検討委員会”	 

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kenkyujinzai/kenkyujinzai.html	 

提言“我が国の研究力強化に資する若手研究人材雇用制度について”	 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t201-3.pdf	 

（＊事務局注	 提言は 2014 年 9 月 29 日に公開された。）	 

提言	 

１）ポスドク研究者の研究者としての位置づけ	 

２）ポスドク研究者の俯瞰的・持続的ポートフォリオの構築	 

３）多様なキャリアパスの創出と促進	 

４）新しい資格や職業の認定	 

５）競争的資金 PI に課する育成責任	 

６）大学など研究機関の運営及び人事制度の改革	 

７）大学院生の支援体制の充実	 

８）新しい研究者組織の設計	 

講演のポイント	 

・	 若手人材育成に関する問題は“大学院の重点化”を機に様相を変えて来た。	 

・	 “大学の法人化”により大学でのポストが減っており、特に、若手ポストの減少が著しい。“大学

における人事制度の改革”が必要。	 

・	 ポスドクは現在１万６千人近くおり、優れた研究成果を挙げている。	 

・	 研究成果が挙がっているように見えるが、現行のままでは我が国の長期的な知的生産にはつながら

ない。	 

・	 ポスドクが特定機関へ集中し滞留している。研究費と同様の傾向であり、特定の法人へのポジティ



	 

	 38	 

ブフィードバックループが働いているといえる。	 

・	 ポスドクのほとんどが有期雇用されている。キャリア展開へのルート整備が必要。	 

・	 “ポスドクの専念義務の弾力化”や“ポスドクのキャリア育成の責任を明確にすること”が必要。	 

・	 当初の目的であった“大学からアカデミアや企業への人材循環”が達成されていない。	 

・	 企業への就職率は現在年率 1.5％程度。10 倍規模での産業界への研究人材の循環が必要。	 

・	 適切なマッチング施策を行えば研究人材の循環を促進できる可能性がある。“新しい職業を作るこ

と”も効果的。	 

・	 博士課程への進学率の低下は深刻な問題。“進学率を高め、優秀な学生を育てること”が重要。	 

・	 学生やポスドクに対する弾力的な支援体制を充実させる必要がある。	 

・	 人材育成の予算を有効に活用するために、科学的ビジョンをもってポートフォリオを作る必要があ

る。	 

・	 “100 年スケールでの研究人材育成”をせねばならない。	 

・	 長期的には“優秀なポスドクに対する全国的な研究者組織”を構築する必要がある。	 

・	 法人の垣根を超えて研究力を発揮できる大きな仕組みとすべきで、物性分野の共同利用や共同研究

拠点の考え方は参考になる。	 

・	 高い能力を持ったポスドクを選別し定年まで無期限で働ける資格を量的に設けることも一案。	 

・	 基盤的経費と競争的経費のデュアルサポートの強化を訴える必要がある。	 

・	 第５次の科学技術基本計画が議論されている。我が国の豊かさにつなげるための具体的な提言を物

理コミュニティから発するべき。	 

	 

＜質疑＞	 

（出口・お茶の水大/幹事）：フランス CNRS での人事制度が参考になるのではないか。	 

（伊藤・学術会議連携会員/核融合研）：フランスの CNRS やドイツのマックスプランク協会の人材制度

を調べた。予算の一部を回せば同様の制度を作ることは可能。ただし、研究者や大学教授の区分けが

生じる可能性があることを予め認識しておく必要がある。	 

（石田・委員長）：五神先生が 1 年前に紹介した“国家で雇用する研究員制度”との関連はあるか？今

回の提言に含まれるのか？	 

（伊藤・学術会議連携会員）：大いに議論したが、議論の時間が足りないと判断し、今回は明記してい

ない。具体的に踏む込んだ内容を提言すると、直ちに対応を答える必要が生じる。次期の学術会議の対

応を期待している。	 

（石田・委員長）：東大でのクロスアポイントメント制度や雇用期間に関する特例法についてのコメン

トがあれば頂きたい。	 

（兵頭・KEK/物理学会会長）：JSPS 博士研究員のように、ポスドクが国内外を問わず所属を変更できる

制度を導入するのがよいのではないか。可能な範囲から始めてみればよい。	 

（伊藤・学術会議連携会員）：JSPS 博士研究員などのポスドクの場合、選考が行われ全国的に優れた人

が選択されている。このような制度は充実させるべきであると提言に書き込んだ。２万人近いポスドク
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全体への対処としては、別のアプローチが必要である。	 

（家・東大物性研/幹事/学術会議副会長）：学術会議で“若手アカデミー”を組織しようとしており、

その過程でポスドク問題や若手のキャリアパスの問題が議論されている。クロスアポイントメントは

人件費を浮かす反面、一人が複数の機関のポストを占有していることでもあり、パーマネントポスト

が寡占化されているという側面がある。	 

（石田・委員長）：物性委員会は学術会議との連携を強めることを方針として、学術会議委員に幹事と

して加わっていただいている。物性コミュニティへの要望や働きかけがあればお願いしたい。	 

（伊藤・学術会議連携会員）：まもなく報告書が公表される。ご覧いただき、具体的な提言を行うのに

貢献頂きたい。	 

	 

	 

５	 物性研の現状・課題・将来（東大物性研所長：瀧川仁）	 

研究部門の将来計画、および、物性研の課題	 が紹介された。共同利用・研究拠点の状況は配布資料を

参照。	 

＜状況＞2010.4 に共同利用・共同研究拠点の運用が開始され、2013.9 の中間評価で S 評価を受けた。

2015 に最終評価、次期拠点申請、外部評価を行う。物性コミュニティで共同研究を推進するために共有

する大型施設と位置づけられたが、“世界最先端研究の実施”、“近接分野の研究機関と連携”、“国際的

な共同研究”、“新しいサイエンスの発信”が求められた。	 

＜構成＞４つの研究部門と５つの付属施設からなる。前者では多様な発想に基づくサイエンスを展開し、

後者では大型装置のコミュニティへの施設提供を行っている。	 

＜各施設の活動状況＞【物質設計評価施設】、【国際超強磁場科学研究施設】、【中性子科学研究施設】、【極

限コヒーレント光科学研究センター】、【計算物質科学研究センター】の施設毎に新しい試みを行ってお

り、全体として共同研究や拠点としての新しい方向性を示している。それぞれの施設の活動の詳細は報

告書を参照。	 

＜2014	 次期拠点計画＞これまでは“大型研究施設による共同研究の推進”を主に行っており“人材育

成”や“国際拠点”としての役割は少なかった。今後は、“共同利用・共同研究の推進による大学の機

能強化への貢献”、“国際的な研究拠点”、“人材育成の拠点”としての役割を果たしたい。施設の更新・

提供のみならず、新しいサイエンスの芽を全国へ発信する。また、各施設を有効に活用できる研究テー

マを研究部門の中から提案し、研究所全体としての共同体制に発展させる。	 

＜物性研究拠点として＞	 

研究部門を再構成し、部門横断型の研究グループを設置する。前者では部門の多様な発想を核とし大型

施設を有効に活用する仕組みを設け、容易にはできないサイエンスを展開する。後者では、トピカルな

研究テーマを設定し、研究所全体を横につなげる研究グループ体制を構築する。研究部門から再配置す

るだけではなく、コアとなる専任の教員を配置する。	 

＜課題＞	 

運営費交付金の継続的な削減：電気代の高騰などが Super	 Computer などの運営を直撃している。	 



	 

	 40	 

共同利用・共同研究拠点のより効果的な在り方と有効な運用。新たなミッションの発掘やコミュニティ

の拡大。	 

国際ハブ、分野振興、産学連携、共同利用課題の国際公募（海外研究者や企業研究者も対象とする？）。	 

これらの標準化への対応。	 

＜運営に関する外部委員の役割＞	 

共同利用研の運営体制：物性委員会から委員が推薦されている（共同利用施設専門委員会と人事選考委

員会）。	 

共同利用施設専門委員会：基本的に年２回の委員会の開催。中途申請（緊急の共同利用の申請）の書類

審査。緊急性の根拠の明確化	 

人事選考委員会：所員（教授、准教授）の採用において、外部委員に求める貢献と責任が明確ではない

との指摘がある。人事提案の背景やプロセスを明確な説明し、将来計画の紹介を行うなど、前提知識の

共有を図っていく。	 

	 

＜質疑＞	 

（野尻・東北大金研/幹事）：１）共同利用拠点のネットワーク化への対応、２）大型研究施設などの扱

いの物性コミュニティ内での調整、３）各大学が出している拠点計画との調整、を物性グループで 2015

年中に検討する必要がある。それを反映して、物性研や金研などの共同利用機関が計画を立てて運用し

ていくべき。	 

（瀧川・東大物性研所長）：文科省では共同研究拠点の間の連携だけが指摘されている。実際は共同利

用拠点の背後には物性コミュニティがある。コミュニティの現状を踏まえ、物性研や金研などの運用・

連携を検討すべきだと考えている。	 

（田島・阪大/学術会議会員/物一分科会委員長）：大きな予算が必要な提案はなかなか通らない。まず

は実績を作ることが肝要。その観点から、物性コミュニティが中心となって、互助的に、各地域に共同

利用の装置を提供する場としてのバーチャルな共同研究所を組織してみてもよい。昔、学術会議が提案

した国分寺構想が参考になる。化学の分野では同様の活動があるようだ。この枠組みの中核に物性研や

金研や高エネ研などの共同研究所が参加すれば強力なものとなる。	 

（石田・委員長）：地域で研究のコンソーシアムを作るアイディアが競争的に採択され、一定のヘリウ

ム代や支援スタッフの雇用費用などがサポートされる制度はよいと思う。学術会議の提言対象にはなら

ないか？	 

（田島・阪大/学術会議会員/物一分科会委員長）：金額が少ないものは対象にならない。宇宙・素粒子

のスケールぐらいの金額にならないと、マスタープランのようなものには載らない。	 

（瀧川・東大物性研所長）：北海道大学で、同様の試みが行われており比較的成功しているという話が

ある。	 

（田島・阪大/学術会議会員/物一分科会委員長）：北海道大学ではボランティアで開始した装置の公開

が現在では大規模になっており、北海道地域の大学や企業にも公開していると聞いている。共同研究や

共同利用で遠方まで出かけるのは大変。声掛けするだけでも多くの参加者が見込めるのではないか。	 
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（瀧川・東大物性研所長）：“企業から多少の使用料を頂いてメンテナンス代などに運用する”というイ

ンセンティブがあったとも記憶している。実状を詳しく調べて、システム化して運用していけばよいの

ではないだろうか。	 

	 

6.	 その他	 	 

特になし。	 

	 

7.	 終了・散会	 

	 

	 

以上。	 
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物性委員会規約	 

2006 年 3 月 27 日制定	 

2007 年 9 月 22 日改訂	 

2014 年 3 月 28 日改訂	 

	 

第1章	 総則	 

	 

(名称)	 

第 1 条本会の名称を物性委員会という。これは従来の物性百人委員会を改称したもので、その事務局も

任期までその任務を引き続き行う。	 

(事業所)	 

第 2 条本会の事業所は事務局が所属する機関のある場所に置く。	 

	 

第 2 章目的及び事項	 

	 

(目的)	 

第 3 条本会は、物性分野の研究の発展を目指して、その分野における各種の意見調整やそれに基づいた

提言、さらには親睦を図ることを目的とする。	 

(事項)	 

第 4 条本会は、次の事項を行う。	 

一	 全国の物性研究者間の連絡、意見交換の場を作り、必要ならば意見を集約し提言を行う。	 

二	 日本学術会議の物性物理学・一般物理学分科会との密接な連絡を図る。	 

三	 全国共同利用機関の各種委員の推薦等を、要請に応じて行う。	 

四	 その他、物性分野の発展に寄与するための活動を行う。	 

	 

第 3 章会員	 

	 

(会員および物性グループ、拡大物性委員会)	 

第 5 条本会の会員は、全国で物性分野の研究・教育に携わる者で構成する各グループの代表者である。

本会の会員が属する研究グループ全体をまとめて物性グループと呼ぶ。	 

一	 代表者の人数は各グループの構成員として登録した人数に応じて別に定める。	 

二	 必要に応じて物性グループ員なら誰でも出席できる会議を設ける。これを拡大物性委員会と呼

ぶ。	 
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(会費)	 

第 6 条各グループはその構成員数に応じて会費を納入しなければならない。会費の納入は、原則として

3 年一度とし、金額はグループの構成員数に応じて別に定める。	 

(入会および退会)	 

第 7 条会員として入会しようとするものは、委員長に申し込み、その承認を得なければならない。委員

長は、会費を滞納した会員、または拡大物性委員会において理由を挙げて本会員として適当でないと決

議されたものを退会させることができる。	 

	 

第 4 章役員	 

	 

(役員の構成と事務局)	 

第 8 条本会に、役員として委員長、事務局長、および事務局員若干名を置き、事務局を構成する。事務

局は物性委員会と物性グループの活動に必要な事務を行う。	 

(役員の選出と任期)	 

第 9 条	 

一	 物性委員長と事務局長の候補は幹事会(第 16 条)が推薦し、拡大物性委員会で決定する。	 

二	 事務局員は物性委員長と事務局長が決定する。	 

三	 役員の任期は、3 年とする。	 

(委員長の職務)	 

第 10 条委員長は本会を代表し、事務局構成員と協力して本会の運営を統括する。	 

(監査人)	 

第 11 条本会に会計を監査する監査人 2 名を置く。監査人は事務局を構成する機関以外の構成員から選

出する。	 

(監査人の任期)	 

第 12 条監査人の任期は、3 年とする。	 

(監査人の選出)	 

第 13 条監査人の選出は、事務局交替直後の拡大物性委員会で行う。	 

	 

第 5 章幹事	 

	 

(幹事の構成と選出)	 

第 14 条本会に幹事を置く。	 

一	 幹事のうち 2 名は委員長、事務局長とする。	 

二	 その他の幹事のうち 2 名は、前委員長、前事務局長とする。	 

三	 上記以外の幹事として、18 名を物性委員会の選挙により、会員あるいはそのグループの構成

員から選出する。	 
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四	 この他の幹事として、日本学術会議	 物理学委員会	 物性物理学・一般物理学分科会の委	 員よ

り、同分科会の委員長が推薦した２名以内の者に物性委員会委員長が委嘱する。	 

五	 四項の幹事に空席が生じた場合には随時、新しく幹事を委嘱できるものとする。	 

六	 四項の幹事であるものが、新たに一項から三項の幹事となることを妨げないが、その場	 合は

五項の規定にかかわらず、当該幹事の四項幹事としての残任期間は空席として、新	 たな幹事

を委嘱しない。	 

	 

(幹事の任期)	 

第 15 条任期は事務局の任期と同じ 3 年とする。ただし、第 14 条四項の幹事は日本学	 術会議の委員の

任期に合わせるものとする。	 

(幹事の職務と幹事会)	 

第 16 条幹事は幹事会を構成し、委員長および事務局と協力して本会の運営にあたる幹事会には、必要

に応じて日本物理学会領域委員会物性領域代表、日本学術会議の物性関係委員、およびその他の適任者

をオブザーバーとして加えることができる。	 

	 

第 6 章経理	 

	 

(経費)	 

第 17 条本会の経費は各グループからの会費によって運営する。	 

(監査報告)	 

第 18 条監査報告は、原則として事務局交替直後の拡大物性委員会において行う。	 

	 

附則	 

この規約は 2014 年 3 月 28 日より施行する。	 
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共同利用委員の推薦に関する申し合わせ事項	 

(2007 年 9 月 22 日承認)	 

(2009.3.27	 同一部部局制限の追加)	 

(2014.8.23	 幹事会にて基礎物理学研究所の委員選考方法を修正)	 

(2014.9.7	 拡大物性委員会にて修正了承)	 

(2015.3.9	 幹事会にて物質構造科学研究所の委員選考方法を追加、物性委員会幹事選挙の

やり方を修正、学術会議との連携にあたる幹事を追加)	 

(2015.3.22	 拡大物性委員会にて了承)	 

	 

	 

1. 東京大学物性研究所の人事選考協議会委員の推薦は、物性委員会の幹事の投票によって行う。原則

として得票数の多い順に推薦を行うが、物性委員会幹事会を招集して、物性物理分野と物性化学分

野、理論と実験のバランス、任期中に東大の定年を越えない、各種委員との重任を避ける、連続就

任を避けるなどを議論したのち最終的な推薦順位を決定する。	 

	 

2. 京都大学基礎物理学研究所の運営委員については、物性委員全体の投票に基づき、得票数の順に推

薦を行う。選出人数は、基研運営協議会委員、基研共同利用運営委員共に、主として統計力学を研

究する分野（統計力学分野）から２名（正候補者１名＋補欠候補者１名）、主たる研究分野を限定し

ない分野（物性物理学分野）から５名（正候補者３名＋補欠候補者２名）とする。原則として、統

計力学分野の 1 位を正候補者、２位を補欠候補者、物性物理学分野の１位〜３位の３名を正候補者、

４位〜５位の２名を補欠候補者として推薦する。	 

	 

3. 上記 1、2 以外の共同利用委員等の推薦は、物性委員全体の投票に基づき、得票数の順に推薦を行う。

ただし、同一部局（研究科レベル）から、複数名の推薦は行わない。推薦定員数内の得票数上位に

同一部局の者がある場合、それらのうち２位以降の候補者を除外し、異なる部局に属する次点以下

の候補者を順次繰り上げて推薦する。	 

	 

4. 上記２と３の投票に際して、物性委員会事務局は、あらかじめ候補者リストを全物性委員に周知す

る。リストの候補者数は、各共同利用委員への推薦人数の２倍以上とする（各共同利用委員推薦人

数は、東京大学物性研究所共同利用施設専門委員：９名（隔年で、９名中 1 名あるいは２名を物理

化学分野から選出）、京都大学基研運営協議会委員：４名、京都大学基研共同利用運営委員：４名）。

候補者の登録は物性委員３名以上の連名をもって事務局に通知することにより行われる。さらに各

幹事は３名程度の候補者を登録することができるとする。また、物性委員長は必要に応じて分野の

バランスも考慮し、候補者リストを補充することができる。物性委員は、投票に際して、候補者リ

ストを参考にしてよいが、これに限定されることなく投票できる。	 
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5. 東京大学物性研究所人事選考協議会委員および京都大学基礎物理学研究所運営委員に推薦された者

は、その他の共同利用委員を辞退することができる。その場合、その他の共同利用委員選挙で次点

以降を繰り上げて各共同利用機関に推薦する。	 

	 

6. 高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所、運営会議委員の推薦（1 名）は、物性委員会

の幹事の投票によって行う。運営会議委員の任期は３年となる。原則として得票数の最も多いもの

１名を推薦する。最多得票数が複数名いた場合には、年長者を推薦することとする。なお、物質構

造科学研究所側から、推薦者に対する年齢制限、他委員との重任制限は無い。	 
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物性委員会幹事選挙について	 

（2009.7.11	 幹事会承認）	 

（2015.3.9	 幹事会承認）	 

（2015.3.22	 拡大物性委員会にて了承）	 

	 

1. 物性委員全体の投票に基づき、得票数の順に当選決定を行う。ただし、同一部局（研究科レベル）

から３名以上の当選決定を行わない。推薦定員数内の得票数上位に同一部局の者が３名以上ある場

合、それらのうち３位以降の候補者を除外し、異なる部局に属する次点以下の候補者を順次繰り上

げて当選決定する。	 

2. 上記の「同一部局（研究科レベル）から３名以上の当選決定を行わない」の適用にあたり、第１４

条一（委員長、事務局長）、第１４条二（前委員長、前事務局長）、第１４条四の幹事（ただし、第

１４条一、第１４条二、第１４条三に該当しない場合）は除外するものとする。	 

3. 再選制限はない。	 

4. 物性委員会事務局は、あらかじめ候補者リストを全物性委員に周知する。候補者の登録は、物性委

員３名以上の連名をもって事務局に通知することにより行われる。さらに各幹事は３名程度の候補

者を登録することができるものとする。また、物性委員長は、必要に応じて分野のバランスも考慮

し、候補者リストを補充することができる。	 

5. 物性委員会事務局は、候補者に対して候補となったことを通知し、25 文字以内で所信表明あるいは

選出されれば受諾する旨の文書の提出を依頼し、提出があった場合は投票用紙に記載する。候補者

から辞退があれば、リストから削除する。また、候補者に上記の依頼をする際、候補者が物性グル

ープに参加していない場合は参加のお願いをする。	 

6. 物性グループ参加に同意されない当選決定者があれば、物性委員会規約第 14 条三により当選を無効

とし、次点の者を繰り上げる。	 

7. 物性委員は、投票に際して候補者リストを参考にしてよいが、これに限定されることなく投票でき

る。	 

	 

（参考）幹事候補者の所信表明等の例文	 

1. 物性コミュニティーの発展のために努力する。（21 文字）	 

2. 物性分野の活性化のために尽力したい。（18 文字）	 

3. 多忙に付き、できれば幹事になることを避けたい。（23 文字）	 

4. 地方大学の活性化のために積極的に声を上げたい。（23 文字）	 

5. 私立大学の実情に基づき活動をする。（17 文字）	 

6. 物性を他の物理分野に充分に対抗できるようにする。（24 文字）	 

7. 物性にこそ国の支援による大型計画が必要と考える。（24 文字）	 

8. 大学の基盤的環境の整備が重要と考える。（19 文字）	 

9. 物性分野の国際交流が必要と考える。（17 文字）	 

10. 選挙で選出された場合は幹事になることを受諾する。（24 文字）	 
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ř ĝ< ŠŪŭŧ< ũūťŭ

Ļ .¼ĐNT �®�ĥRÄ|
Ė���ķĥRÄ|ĸĹĶ�±��ķĥRÄ|ĸĹĶĶu#@âķĥRÄ|ĸĹĶĶĶhĠ
HķĥRÄ|ĸĹĶĶĶ1ñS
ķĥRÄ|ĸ

ļ .¼ĐNT �ÀÄÆTÒÙZ ´�Ś�9ŮÓ°!Ĳů	3Ś�xķÓ°!Ĳĸ

Ľ .¼ĐNT Ä|ÆĂĻ
��q�ķæĀ)TĸĹĶQÈ»9ķæĀ)TĸĹĶg£Ĭ5ķæĀ)TĸĹĶag^
±ķæĀ)TĸĹĶĶa�@OķæĀ)TĸĹĶ�	Î�ķæĀ)TĸĹĶël,áķæ
Ā)TĸĹĶĩÈþ�ķæĀ)Tĸ

ľ .¼ĐNT Ä|ÆĂŇŇ .ŚS�ŮÄ|ÆĂůĹĶß	>�ķÄ|ÆĂĸĹĶ¥�ČķÄ|ÆĂĸ

Ŀ .¼ĐNT wÏĝ çĵ»ŮÓ|ůś�Âđ�ŮĉĨ·Ä|ůś�İX�ŮİCÄ|ů

ŀ .¼ĐNT İCÄÆTÒÙZ aÈŚÒŮĥRÄ|ůś;ÈãûŮĥRÄ|ůśĳÂŚ{ŮĥRÄ|ů

Ł Zùm¦NT ZùÄÆ
�gõqŮwÏĝàĹÓ|ůĹİĖô�ķÓ|ĹwÏĝàůĹ¡ĖÎ«ķĉ�`
àĹwÏĝàůĹ��>qķÄ|ÆĂůĹģ¼��ŮwÏĝàĹÓ|ů

ł Ħ¤ ÚNT Ä|ŠŪŭŧ �ø>vŮÄ|ÆĂśÿĢàØTůĶÕg2ŚŮÄ|ÆĂś�IØTů

Ń v'NT B�ÄÆ ¿čSPŮĉ�`ůśzĪÁŮÄ|ÆĂůśÍĮŮwÏĝů

Ļĺ
×Èm¦İÝ]ě
T�

ÄÆ ĘÈ�&ŮÄ|ÆĂůŰ���xŮÄ|ÆĂůŰ�ÈÛŮÄ|ÆĂ

ĻĻ �.NT ĘÒ�ÀÄÆ
�Ŝ�SxŮ�ÀĥRÄ|ůŰ	7�ŮwÏĝĥRÄ|ůŰ¬�Ĭ�ēŮw
ÏĝĥRÄ|ůŰ�ø �Ů�Ä|ůŰa�"ÊŮĉ�`Ä|ů

Ļļ �.NT ėRŦŭŨĘfÄÆ øÈ�Hķĉ�`ĸĹĶę�Ą�ķĉ�`ĸ

ĻĽ �.NT wÓJÄ|Ėd»�
Ėd»�ķwÓJÄ|ĸĹĶĲ¼sĠķwÓJÄ|ĸĹĶ�3mķwÓJÄ|ĸĹĶõ
�4ķĥ°-TĸĹĶW��¯ķÓ|ĸ

Ļľ �.NT %�ÄÆ

�ø0ķÓ|ĸĹ1ĕĠ
ķÓ|ĸĹQgNċŮÓ|ůĶ´�â�ŮB�ŝşūÄ
ÆůŰ¢ÈÎ�ŮB�ŝşūÄÆůĶ��X�Ů¨ďÄ|ůF�Č�Ů¨ďÄ
|ůĶ[$¯nŮŅŅŉŊĹŊŌŅŊůŰ¹È�µŮ6�ĥRA�ůŰ�øto
ŮŅŅŉŊů

ĻĿ �.NT ţŤB�ÄÆ
ąG,nŮţŤÄ|ůś�ąŮ�/`�Ä|ůśÈĒ¸�Ůĉ�`ůśoĔ
ăķÃäàÄĈůśňŐŖŔœŏŚňőŒĶņŖŗœŐŮńőŕōŎĥRÅ�ů

Ļŀ �.NT Ä|ÆĂ

Ñ3âPŮÄ|ÆĂůśk,p¸ŮÄ|ÆĂůś��êPŮÄ|ÆĂůś�
øÆ�ēŮÄ|ÆĂůśĊĖr�ŮÄ|ÆĂůś�Èb>ŮÄ|ÆĂůś¶
È¾ŮÄ|ÆĂůś$Èc�ŮÄ|ÆĂůś�iĴ�ŮÄ|ÆĂůś�iğ
»ŮÄ|ÆĂůśªg\�ŮÄ|ÆĂůśN©â�ŮÄ|ÆĂů

ĻŁ �.NT �ĥRB�Ä|
İ¬Ķğķ�ĥRB�Ä|ĸĹĶ�øU8ķ�ĥRB�Ä|ĸĹĶÏĭ½=ķ�ĥR
B�Ä|ĸĹĶö3��ķ�ĥRB�Ä|ĸĹĶ�gìċķ�ĥRB�Ä|ĸĹĶÖ
ąDÔķ�ĥRB�Ä|ĸ

Ļł �.NT §�ÀØT
÷:�ķ�ÀĥRÄ|ĸĹĶĖi+ķ�ÀĥRÄ|ĸĹĶ���yķ�ÀĥRÄ
|ĸĹĶ���Oēķ�ÀĥRÄ|ĸĹĶLą"qķ�ÀĥRÄ|ĸ

ĻŃ �.NT �ÀŬĉ�`ÄÆT
a²¸�ķ�ÀĥRÄ|ĸĹĶ*øġ}ķ�ÀĥRÄ|ĸĹĶĖEbķ�ÀĥRÄ
|ĸĹĶkïğûķ�ÀĥRÄ|ĸ

ļĺ �.NT ĞĥRØT
±	s�ķ¨ďÄ|ĸĹĶ	�ìµķ¨ďÄ|ĸĹĶ1Ĥ�Ûķ¨ďÄ|ĸĹŚMg�
ķ¨ďÄ|ĸ

ļĻ Þ·NT �ÀÄÆ
NK¸�ķ�ÀÄÆTĸśÕÈ�Éķ�ÀÄÆTśţŤšŝŞūŢůś¤�_
8ķ�ÀÄÆTĸ

ļļ Þ·NT wÏĝÄ|
V5Ś»ķwÏĝś�®ĥ²ÄĈĸĹĶa�òķwÏĝś�®ĥ²ÄĈĸĹĶ�g
>qŮýħĸĹŚ�È~qŮ�®ĥ²ÄĈůĹİEġ�Ů�®ĥ²ÄĈů

ļĽ Þ·NT ÄĈmTYį
aiāµķÄ|YįĸśĳÈÐ9ķÄ|Yįĸś��Á�ķÄ|Yįĸś�Ñ½
�ķ/`�ĸś�ŚþRķÄ|YįĸśĘ³ŚÒķÄ|YįĸśĎø(vķÄ|Y
įĸś¤ŚĴ�ķÄ|YįĸśĶ×g�OķÄ|Yįĸ

ļľ Þ·NT ÄĈmTÆĂ
�Ė��ķÄ|ÆĂĸĹĶÜ¤ÎķÄ|ÆĂĸĹĶę��=ķÄ|ÆĂĸĹĶ'ie�
ķÄ|ÆĂĸ

ļĿ Þ·NT ĉ�`ŬÄ| ěð>Êķĉ�`ŬÄ|ĸĶś��ğ�ŮĥÓ·Ä|ůś1ô�ŋņŘ%�ů

ļŀ
Ç¦�üè:ÒÙ
�

Ç¦�üè:ÒÙ�Ä|
ÄÆ

ÏºêvķB��Ä|ůś²È��Ů�ÀÄ|śÄĈĜËůś�ĆyŮ�À
Ä|ůś±j¸Ů�ÀÄ|ůś�ąîŮ�ÀÄÆůś�ąþéŮ�ÀÄÆůś
k�»8ŮB�Ä|ůśıīíŮB�Ä|ůśÌkÎ«ŮB�Ä|Yįůś
È�sćŮ�Ä|ś�ÄĈ�åůśĚą¶ŮB�Ä|Ăůś�ÂSŮÄ|Æ
Ăůśg72ğŮB�ÄÆůś;ÈóûŮB�Ä|Yįůś�?úŮB�Ä
|ů
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ōŒ ĄLRZ Ë�ËÍ
�Ė��ņË�`ĽŇňŅ�5nÈ�ņË�ÍēŇňŅ«9�SĦņË�`ĽŇƋ�
�įĳņË�`ĽŇƋ�pfWņõđ.ZŇƋà�ĳċņË�ÍēŇƋ±hÅ
ņË�`ĽŇ

ōœ ö?âZÛå³¯ ��WË�âZ

�Ĉµ�Ɖy×İñƋę�dƊŮĬ ÅqƉ��Weď�	ƊŮÿĚė�
ƉľI��W`ĽƊŮº'B|ƉÜ�Ƈę�dƊŮĆ»B�ƉÜ�ƊŮļÐ�
²ƉÜ�ƊŮă@¶�ƉÜ�Ů¯ĢĐ¦ƊŮ¥ÂÖ�ƉÜ�Ƈ¯ĢƊŮÚď�
�Ɖę�dƊŮ�g�WƉô�¯ĢĐ¦ƊŮākĳ¿Ɖô�¯ĢĐ¦ƊŮR
Ú�LƉ��Weď�	ƊŮK;�=Ɖ��WŮĊĸƇÓĸƊŮÒÐØ�
ƉľI��W`ĽƊŮ¼¤t|Ɖô�¯ĢĐ¦ƊŮjÉċrƉŴƅůŻêƊŮ
ıħÅƉľI��W`ĽêƊŮc¹RĜƉ��W`ĽƊŮı�ÁB^Ɖ*¦
3ZƊŮ_�X>ƉľI��W`ĽƊŮ@ĀwƉ�®��WƊŮ¸»QłW
ƉĊĸƇÓĸƊŮaÐÕƉĊĸƇÓĸƊŮhÐ¶ƉŷŽźžŸƈƊŮĈ��|Ɖ�
�WâZƊŮx�Çņ��WůƁƈŶƆųƊ

ōŔ ŗŖŗ ſƂűƆâZ
�[v7ņſƂűƆâZŇňŅ�¤Ã�ĦƉſƂűƆâZƊŮŅčh°ÎƉſƂűƆ
âZƊ¼¤�üƉſƂűƆâZƊŮŅ�¤�sƉſƂűƆâZƊŮî'�ƉſƂű
ƆâZŮĲĶWâZƊ

Ŏŋ
ľŰżƃŲƈ/ġ
FÛå³¯

��WâZ

É�áòƉŷŽźžŸƈËÍƊňŅÞhlƉð¡��WG�ŊĶº£�ƊňŅR:
YCƉ��WâZƊňŅ�Ĉ��Ɖ��WâZƊňŅ±gD�ƉīWË�ƊňŅhÐ
�=ƉŷŽźžŸƈŊĊĸ¯ĢĐ¦ƊňŅhÐBĂƉË�ËÍZƊňŅsĖ�w
ƉÜ�Ŋ��Wķz��	ƊňŅï¤ĵĴƉ��WG�ŊH�3ZƊňŅĥĈ�
Ɖ��WâZŊŷŽźžŸƈƊňŅĥĈvTƉÜ�Ŋ��Wķz��	ƊŮºÐ
�ĕņ£�âZƊ

ŎŌ
ľŰżƃŲƈ/ġ
FÛå³¯

ſƂűƆË�
ĭĪĀ&ņſƂűƆË�ŇƋeo�"ņſƂűƆË�ŇňŅtÐè^ņſƂűƆË
�ŇƋé�û=ņË�`ĽŇƋiħ7XņË�`ĽŇƋamµëņſƂűƆË
�ŇƋh'�^ņ©Ü·$ŁŇƋsÚĵ�ņſƂűƆË�Ň

Ŏō
ľŰżƃŲƈ/ġ
FÛå³¯

¯ĢË�

¤�À�ņ¯ĢË�ŇƋ�gċ+ņ¯ĢË�ŇƋ�ĖhMņ¯ĢË�ŇƋjĪć
ņË�ÍēŇƋįÉ�|ņĊĸË�ŇƋóĹu�ņĶWË�ŇƋOPw>ņĶW
Ë�ŇƋe§µĘņĶWË�ŇƋí9Ē�ņĶWË�ŇƋ¼Č8Ñņ�ġĲĶ
WŇ

ŎŎ
ľŰżƃŲƈ/ġ
FÛå³¯

�ġĲĶW
%Ĺ�TņĲĶWâZŇňŅBÐ�ņĲĶWâZŇňŅ��)ÄņĲĶWâZŇŮ�
a}|ƉĊĸâZƊ

Ŏŏ
�¢9W.ÛåĮ
Ô³¯

ƑƐƎŊƏƌƍƌ

��µ�Ɖ��WâZƊňŅp4þ�Ɖ��WË�âZƊňŅ�k�´ƉÜ�Ů
��WâZƊňŅĩ��
Ɖ��WâZƊňŅUĳ�Ɖ��W�	ƊňŅ�ħľ&
ƉľIË�ƊňŅ¼¤úWƉy×İñŮŬŜśƊňŅ¬¢��ƉÜ�Ů��W�	Ɗň
pm6ĦƉ¯ĢË�ƊňŅ�Ĕ�Ɖ��WâZƊňŅ�¤�XƉ��WâZƊňŅŀ
¨�EƉ¯ĢË�Ɖŝ÷Ƈ��WG�ƊňŅì9¶fƉ��WâZƊňŅä¤¿w
Ɖ��WâZƊƊ

ŎŐ
�¢9W.ÛåĮ
Ô³¯

��WâZ Ý¢Ø�ņ¯ĢË�ŇňŅ²Þ!�ņ¯ĢË�Ň

Ŏő
�¢9W.ÛåĮ
Ô³¯

īWË�Íē
,pßĠņË�ÍēŇňĤvņË�ÍēŇňRčw�ņË�ÍēŇň��2ĎņË
�ÍēŇň]çċ�ņË�ÍēŇňbÐÅ�ņË�ÍēŇň¥gĉņË�ÍēŇňĺ
¾ņË�ÍēŇň~6ņË�ÍēŇňR½��ņË�ÍēŇ

ŎŒ
�¢9W.ÛåĮ
Ô³¯

ſƂűƆË� Ŀ¢ņH�Ë�ŇňŅ�ĈXņH�Ë�Ň

Ŏœ Í3ZÛå� Ë�Íē
<m�ƉË�ÍēƊŮª�0ƉË�ÍēƊŮeĪÐù²ƉË�ÍēƊŮVg
�EƉË�ÍēƊ

ŎŔ Í3ZÛå� īW(ø×ÛåŹƈƀ

¼Ī#�Ɖ�ÆËÍƊŮŅRĪJ>ņīWĝğŇŮŅº�w²ņ�ÆËÍŇŮŅp
¤ŅãƉīWĝğƊŮŅŚšũŧŅŘŦŧŦŨŢŤţťƉ�ÆƄƈŵƈ* ƊŮŅÚŃ�ěƉ�Æ
ËÍƊŮŅŞŪŉŕŢšťŅŜŪťƉ�ÆËÍƊŮŅŗŦŨũūşťũūťŅřşŨūšŠŤţťƉ�ÆËÍƊŮ
�ĈRěƉ�ÆËÍƊ

ŏŋ \ĨaRZ �Ï�Z Ùo�Ɖķ÷{¾1ƊƋeºµ=ƉÍēËÍƊƋńĈĵWƉÍēËÍƊ

ŏŌ NÌRZ Ë�`Ľ
ÊĪŅģņË�`ĽŇňŅ�ĈŅ�|ņË�`ĽŇňŅeKŅ�=ņË�`ĽŇňŅĔ;Ņw
�ņË�`ĽŇňŅĤ¤ŅØ>ņË�`ĽŇ

ŏō NÌRZ Ë�Íē �_DĦņË�ÍēŇŮĻÐBÑņË�ÍēŇŮ��-²ņË�ÍēŇ

ŏŎ NÌRZ �ýZħ
ĞĈŭ�=ƉË�ËÍƊŮRAŭĳ�Ɖ ZË�ƊŮąæŭ �Ɖ9WË
ÍƊŮÁÐŭ��ƉÜ�Ɗ
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ľľ �
ĩ©GM ËzËÍ
ZÏALĶËzÍăƀîĀ(MſĸĵĤ]�µĶůŰËzŞÜz�ËÍķĸĵ]T
~Kž¦ē+MſŞíÏ×JKžŵŪŨŦűŬŤéËÍſŞÚ	óžůŰŴŭŷ
ţŸſ

ľĿ �đGM  ïéÍă a ĭ�ęž ïéÍăſ

ľŀ �
GM üĬËz
Z¢�IĶüĬËzķĸĵ8�»ĶüĬËzķĸĵĞĄglħĶüĬËzķĸĵ8�×
�ĶüĬËzķĸĵ8ÏīħĶüĬËzķ

ľŁ �
GM ĈqÜC

e]¬�ęĶqÜCËzķŞĝĔº�ĶqÜCËzķŞv°X6ĶqÜCË
zķķĸĵ�ÏopĶqÜCËzķĸĵ��GċĶqÜCËzķĸĐú�pĶqÜCË
zķĸĵ�N2xĶqÜCËzķĸ²Ï�sĶqÜCËzķĸZÅø�ĶqÜCË
zķĸ�[�ĶqÜCËzķ

ľł �
GM "KzËĆ ¢ŝ#�Ķ"Kz=�áMķĸĵ�ÏŝĮĶ"Kz=�áMſ

ľŃ �
GM ËzÛŝËzÍă

j«P�ĶËzÍăķĸĵ�g¬ĶËzÍăķĸĵ�Ï:IĶËzÍăķĸĵÐ�Ö
�ĶËzÍăķĸĵĵıÏo®ĶËzÍăķĸĵ*ú`ÎĶËzÍăķĸĵ�Ě�-ĶË
zÍăķĸĵFÏī<ĶËzÍăķĸĵĵú	ĕ�ĶËzÍăķĸĵĢěDĶËzÍăķĸ
ņŎŖŐŘĵŊřŎŏőĶËzÍăķĸĵĵŇŎœŔŗĵňŒŔŕŗŘĶËzÍăķĸĵ&¨ù�ĶËzÍăķĸ
ª	ĂGĶËzÍăķ

Ŀĺ �
GM ĀçËzËÍ

gbÔČžĀçËzËÍķŞć	�ëžĀçËzËÍķŞ�ě�žĀçËz
ËÍķŞě507žĀçËzËÍķŞ¾ďRxžĀçËzËÍķŞ¢Ï|6
žĀçËzËÍķŞě5ö6žĀçËzËÍķŞå�ßċžĀçËzËÍķŞ
÷Ħ�žĀçËzËÍķŞ¬��KžĀçËzËÍķŞŅřŒĹŅŎŒĵōőŎŗžĀç
ËzËÍķŞ�]ý�žĀçËzËÍķŞ£�¼žĀçËzËÍķŞÆ��
�žĀçËzËÍķŞ>\�HęžĀçËzËÍķ

ĿĻ �
GM VÛãT Vĵ¶pžĜKčđſŞĖúĵtž/Y�ŞĜKčđſ

Ŀļ �
GM ŇńŌŉŋťŸŽųŚ
�ĄµęĶıqnŹŽŧŽ"�ſŞZ�·kžŹŽŧŽËÍſŞÚ	ĭ�
žĈıĒŹŽŧŽ"�ſŞĝ	Č�žŹŽŧŽËÍſŞ�ú)žŹŽŧŽ%
uſ

ĿĽ �
GM ŇńŌŉŋťŸŽųś
ĎBžŹŽŧŽ�ĩK"�ſŞı¨�Ñž¦ēËzķŞĐúÌž�ĩK"�ķ
ŞÚÏûäžŹŽŧŽ�ĩK"�ſŞÓÄwęž¦ēËzſŞ¨��0ž¦
ēËÍķ

Ŀľ �
GM ŇńŌŉŋťŸŽųŜ
��wĶ�ËzķŞà]ù�ĶŹŽŧŽËzķŞ8Ï¬ýĶ/Y�ËzķŞ¾Ę
ºž�Ëzķ

ĿĿ �
GM ŇńŌŉŋĊĔ�WËz
�ÏfŞ3Ï}�ŝ:ĕG§ŝ]�ĕŝUô»ŝØµ��ęŝ3³ŠŢ
šŝúÄ¬ðž��Ş�W�ſ

Ŀŀ �
GM �Ü¯�ĳ Æg�ĶqÕġĩKËzķ

ĿŁ �
GM ËzSİ ı�ŝù�ŞĄ5ŝòµŞı]ŝÙpŞĄŝĨĴŞ´mŝßlŞĲŝ¤i

Ŀł �
GM ËzÍă Zr¬ÑžËzÍăſŞ�¹p¶žËzÍăſ

ĿŃ �
GM �GįCËzSİ
&Ï
'ž=�ËÍſƀ	öQžËĆáMſƀZěÇ��ž ïéË
zſƀ�ě:êž=�ËÍſ

ŀĺ �
GM ËzÍă ^ĥ6žËzÍăſŞOdėĉžËzÍăſ

ŀĻ �
GM Ĉ�Y ÈŻ	qĶ¿èËÍķĸĵ1õÎĶ��ğÒķ

ŀļ �
h¥GM �ÀËÍżGÉÛãT GÉŝ;ž�ÀËÍſŞĝK×�ž�ÀËÍſ

ŀĽ �
h¥GM �úÛãT
�ú�žËzÍăſƀú�ñĥžËzÍăſƀĪ�ÝHžËzÍăſƀģ�
�žËzÍăſƀþgÃkžËzÍăſƀ?��§žËzÍăſƀk]��
žËzÍăſ

ŀľ �
h¥GM þ¢ÛãT
þ¢ßâĶîĀ(Mķĸĵı¨:LĶîĀ(Mķĸĵġ��žîĀ(Mſƀ]�4
ąžîĀ(Mſƀ¸Ïĵ»�žîĀ(Mſ

ŀĿ �
h¥GM Ï�ÛãT Ï�ß�ĶÜzķŞ�Ï��žqÕġĩKéſ

ŀŀ �
h¥GM ËzÍăOúÛãT Oú{�ĶËzÍăķ

ŀŁ �
h¥GM ±ĠÛãT ±Ġ�7žŪŲŮŴūŽſ

ŀł �
h¥GM
�hGyũŶÛż�ìũź
ūŽ

�ŝ¬§ĵĶĩKËzķĸægcÑĵĶĩKËzķĸĵ�úŝÁĵĶāĩ�ķĸĵ^ŝÛ9
ĶĩKËzķĸĵÞĄ$IĵĶĩKËzķĸĵgĉŝ@ĶÊËzķĸĵ,ě��ĵĶĩKË
zķĸĵĨÿ�!�ĵĶĩKËzķĸĵ�ş�ŝóĵĶ¦ēËzķĸĵFÏ�6ĵĶËzÍ
ăķĸĵĄ]�oĵĶÜz�ķĸĵk�ß�ĵĶĩKËzķĸĵ,¡ŝ�ĵĶĩKËzķĸĵíě
ßħĵĶĩKËzķĸĵ�ÚĵóĵĶĩKËzķ

ŀŃ �
.áGM ËzSİ G_ÂĶËzSİķƀE½��ĶËzSİķƀZ�ñsĶËzSİķ
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Ŝŕ §�ÔêR\ ĽłY ķoÀ
ŒĽłYœ

ŜŖ §�ÔêR\ Ó�Ôě īkĞsŒÓ�ÔěœŔő¤£Ğ,ŒÓ�Ôěœ

Ŝŗ §�ÔêR\ Ó�Ôě k£Ğ7ŒÓ�Ôěœ

ŜŘ §�ÔêR\ Ó�Ôě ÉĦ�
ƓƁƄÓĠĘñÓÔƔ

Ŝř §�ÔêR\ Ó�Ôě èké�ƓÓ�ÔěƔ

ŜŚ �ë×R\ Ó�ÓÔô

Ń¢ľ�ƓĳY$\Ɣő¡�ħƓÖÓÓ�Ɣő/Ď�įƓİ1ÓƔő«8ĩƓ�
ÊƔőfkÀ¸Ɠİ1ÓŪ=ĴƔő_×Z
Ɠ$Ó�Ɣő¹×��įƓ5e�Ɣ
ïzR�Ɠ�·5e�ƔőQĦØ�ƓżƊƀƌŽƒƔő��{ Ɠ8YÓÔƔő8
k6	ƓŅü~ÓÔ\Ɣő¨×°ƓōÊĢ�eƔőknþ{ƓŅtĒôƔőË
Ã�CƓĳYěMãƑĳY�OƔ

Ŝś ŬĊŮºXYR\ �ÔÓÔƑÓ�Mãě ):DÖƓ�ÔÓÔƑÓ�MãěƔ

ŜŜ \ĀĻR\ Ó�ÓÔ

ō¶+^ƓÓ�`ŌƔƕĸx�ƓÓ�`ŌƔƕċp�įƓēņÓ�Ɣƕkp
÷�įƓēņÓ�ƔƕÉĬ3�Ɠø��ķƔƕºĲí�ƓÇ�Ó�ƔƕtĲ
Õ�ƓĳY$\ƔƕđĎĿ�įƓĳY$\Ɣƕ×n��ƓùĘÓÔ\Ɣƕō
ŏ�ƓÔěÓÔƔƕa¼ħƓÔěÓÔƔƕō¶ŀĔƓÓ�ÔěƔƕ'Ïdý
Ɠø��ķÔěƔƕ´k�įƓø��ķÔěƔ

Ŝŝ �UR\ Ó�ŷƍƒƋ
Ŋ9ÞÔŒùĘ-\œƕá�ńŒÓ�ÔěœŔő¤£é�ŒÓ�ÔěœŔő×:F{
ŒƆűŴűƐƊųƌžŰŶŻœŔőóÌğ¾ŒÓ�ÔěœŔő�Ď7�ŒÓĠê\œŔő§
±ğŒĳY$\œŔőć©È�Œ5e�ÓÔ\`ŌœŔőĄ×Ň�ŒƇŽƒƐ~�œ

ŜŞ ´ÄIìR\ ÓÔq\ŸƒŻ

RĲŭŬůŒÓ�ÔěœŪő¹×ũÈŒƎƒźƒ*$Ū$Ó�œŪő×�¸�Ɠē
ņƔŪ@oþĈƓ�ÊƔŪ¯8ũ)Ɠâ�ƔŪfKĈÙƓĳY�OƔŪmÂ�{
Ɠ�ÊƔŪÚnĆÍƓÔěƔŪČ£D¾ƓÔěƔŪŉĎ!�ƓēņƔŪk£ũ0
Ɠâ�ƔŪĺĜľTƓ$Ó�ƔŪ�ª"YƓƁƄŹűŲƐŻƔŪ�8��Ɠâ
�ƔŪÑkĮ�ƓƎƒźƒ*$Ū$Ó�ƔŪRĲß�ƓēņƔŪƅƐƃŻƑƎƈ
ŵƒƓÔěƔ

ŝŕ �¾R\ ³ĨƑłYÓ� Ŏ&mĚ�Ɠ*Y�e�Ů³ĨƑłYÓ�Ɣ

ŝŖ �¾R\ ¥�ê\ (ĜBĿŪJĜß�őŪJĜĉı

ŝŗ æVpqêR\ æVpqêRÓ�ÓÔ
ō¶ũ¸ĿƓÓ�ÔěƔő��ũ�TƓÓ�`ŌƔők£ũ�ĿƓĘñÓÔƔ
æĜ%�ƓÖÓÓÔƔ

ŝŘ Ńk\ĻR\
Ńk\ĻR\Ó�ŷƍƒ
Ƌ

¨p^ƓÓ�ÓÔ\Ū��ŮÓÔƔŔ;p�TƓ}ÜĺłYôŮÔěƔŔ 
�ú�Ɠ}ÜĺôƑŻƉƐƀƏ�ŶŻÔěƔŔ���
ƓēņÓ�ƔŔ2Ĳ�	
ƓÓ�`ŌƕĢ�eƔ

ŝř §ĭR\ Ó�

ĕhĝƓ*Y�e�ƔŔő×og�Ɠ*Y�e�ƔŔőo×�ĿƓ*Y�e�ƔŔ
fÏ�|Ɠ*Y�e�ƔŔő¤Å¬ÔƓ*Y�e�ƔŔőÒ×āŋƓ*Y�e
�ƔŔők×āSƓ*Y�e�ƔŔőc�7ėƓ*Y�e�ƔŔő�®ß�YƓ*Y
�e�ƔŔő½8©ħƓÓ�ÔěƔŔőR»ö�įƓÓ�ÔěƔŔőo×ĔµƓÓ�
ÔěƔŔőÉĦwõƓÓ�ÔěƔŔőĴĐIũƓĳYŲƎŶƀƏƂŶŻƔŔőðĥĪC
ƓĳYŲƎŶƀƏƂŶŻƔŔőġÿÛuƓĳYŲƎŶƀƏƂŶŻƔŔő�ĎRÆƓĳY
ŲƎŶƀƏƂŶŻƔŔő�Ď�àƓĳYŲƎŶƀƏƂŶŻƔŔőònßÔƓĳYŲƎ
ŶƀƏƂŶŻƔŔő��ŁũƓĳYŲƎŶƀƏƂŶŻƔŔőō¢çäƓēņÓÔƔŔők
×�
ƓēņÓÔƔŔőt×!�įƓēņÓÔƔŔőŐĎ��Ɠâ�ÓÔƔŔőġ�
R�Ɠ}ÜĺƔŔőB×ę<Ɠâ�ÓÔƔŔőč×�ĂƓâ�ÓÔƔŔő�PĞ

Ɠ}ÜĺƔŔőNpDƓâ�ÓÔƔ

ŝŚ �ÎR\ Ó�Ôě
RĲþíŒÓ�ÔěœŔőWĕr�ŒÓ�ÔěœŔőªÐĽ�ŒÓ�ÔěœŔőĴĶŒÓ
�ÔěœŔők×¹ĖŒÓ�ÔěœŔő>×�RŒÓ�ÔěœŔő�kRģŒÓ�ÔěœŔ
ō¨AtŒÓ�ÔěœŔőáPÈŒÓ�ÔěœŔő�¦x�ŒÓ�Ôěœ

ŝś �ÎR\ ·ă¥�

8×�¾ƓĴj¥�Ó�ƔŔ¹×Û�Ɠ�ÊÓ�ƔŔL�ũ Ɠ$5e�ƔŔ²
?�ģƓÓ�ÔěƔŔ�ū¢ĩƓŻƉƐÓ�ƔŔ�Ĳ��Ɠ¥�Ó�ƔŔ¦�
ĞÁƓĴj¥�Ó�ƔŔ.ÐÛµƓ�ÊÓ�ƔŔáp��Ɠ$5e�ƔŔňĹd
|ƓÓ�`ŌƔŔ¿ũĞ�ƓÓ�ÔěƔŔ2hEåƓÓ�`ŌƔŔ;Ĝń�ƓÓ�
`ŌƔŔRi�ÆƓÓ�`ŌƔŔ]Ī[�ƓÓ�`ŌƔ

ŝŜ �ÎR\ Ó�`Ō
��-ÖŒÓ�`ŌœŔő�ĎĤZŒÓ�`ŌœŔő®£å�ŒÓ�`ŌœŔőġÂ$
ÁŒÓ�`ŌœŔőyÐĿ�ŒÓ�`ŌœŔő�£EģŒÓ�ÔěœŔőìpGíŒÓ�
`ŌœŔő«8û�ŒÓ�`ŌœŔő�K4�ŒÓ�`Ōœ

ŝŝ
2ļ#îê\�ď
R\ĻR\

Ó��ą

lnéTŒ�ÊH�Ó�œŪº×7ŒƁƄŲƎŶƀƏƂŶŻœŪb9¸�Œēņ
Ó�œŪRmþ�ŒēņÓ�œŪºĜįŒēņÓ�œŪŠŤŨŢŧőšŤťőšŤŨ
şťţŦŒēņÓ�œŪfàĲvTŒâ�Ɩ5e�œŪ¦×ĈuŒ�·łYſƆű
ŻœŪĵ¢d�Œ1=Ó5e�ſƆűŻœŪk×Ý�Œ5e�Ó�œ
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Ŋŋ \dNV �Éä}ÑÒ
¨��uź�Éä}Żâiû@Ŀä}ŀŁľ¸f�Ĭźä}ŻżÕdUź�Éä
}Ż

ŋł \dÞêNV E�Ñ} ç6|Ŀä}ŀŁľZċ;Ŀä}ŀ

ŋŃ �jNV Ñ}Yĸ
O$]Ŀä}YĸŀŁľ�fúmĿä}YĸŀŁ[��ëĿ"Ñ}ŀŁľ³Õ�×Ŀ"
Ñ}ŀ

ŋń d©NV ĭTÑ}
ĺĵ�TźűŲŧŷèVŻť@Õ�{ź �kVŻťÚ��ĞźĊıÑ}ťů
ŶŹŮĳxħŀťľ'd@½źĭTÑ}ťĚ�JŻ

ŋŅ įeNV Ñ}ÑÒV
ÊÇø5źÑ}ÒđŻťÃÿ6UĬźE�ĭTÑ}ŻťĪ¢�µź3_�"
Ñ}Żť£�²ĄźÑ}ÒđŻťhÕN�źĠ1ÑÑ}ŻťĦ�Å:źÑ}
IåđŻ

ŋņ >9cNV ä}ÑÒV
�Ć��Ŀä}ÑÒŀŁľ(8@uĿ�ÉÑÒŀŁľ�¡��ĞźsÝĩĭTÑ
}Ż

ŋŇ >9cNV Ė�É @Õ�Ĭź�ÉÑÒŻť£�Óź�ÉÑÒŻť°¦"�ź�ÉÑÒŻ

ŋň >9cNV E�ä¶%Ļ �Ć²ĈĿsÝĩĭTòŀŁľ`¥û�ĿĖ�_ŀŁľÆ¸opĿ§ä¶%Ļŀ

ŋŉ >9cNV Ñ}Òđ

�üľÐQźÑ}ÒđŻť¼ģľÂźÑ}ÒđŻťöēľÂźÑ}ÒđŻť`¥
��źÑ}ÒđŻťF^Áľ��źÑ}ÒđŻťdiľÀ�źÑ}ÒđŻťd�
ĀnźÑ}ÒđŻťĽĆľAĞźÑ}ÒđŻťĆ�ľó½źÑ}ÒđŻťNģ
æėźÑ}ÒđŻť�āľġSźÑ}ÒđŻť�Ìľ�ĘźÑ}ÒđŻť£ģ
!źÑ}ÒđŻť�eľWyźÑ}ÒđŻť¾�ľÜ�źÑ}ÒđŻť£e
0DźÑ}ÒđŻťd8ľÛ:źÑ}ÒđŻ

ŋŊ >9cNV Ñ}Òđ

Õ�ÖCQĿÑ}ÒđŀŁľ�Ć�*ĿÑ}ÒđŀŁľN�Đ�ĞĿÑ}ÒđŀŁľà
ÕB;ĿÑ}ÒđŀŁľdvÝĿÑ}ÒđŀŁľ`¥�?ĿÑ}ÒđŀŁľÕ80�ĿÑ
}ÒđŀŁľōŝľőŢĿÑ}ÒđŀŁľ®�ĿÑ}ÒđŀŁľŎŖŠŠŚŝľŕŝŤŚŜřŝľŌśŝşŚśĿÑ
}ÒđŀŁľ`»ă	ĿÑ}ÒđŀŁľļčýPĿÑ}ÒđŀŁľd'z
ĿÑ}Òđŀ

ŋŋ )TèVãé� ĭTÑ} �¡�@źä¶%ĻYĸŻ

Ńłł ĔÕÒ1Vãé� �ÉÑÒ ČÕ�uź�ÉÑÒYĸŻ

ŃłŃ ĔÕÒ1Vãé� "Ñ} �¡�×Ŀ"Ñ}Ż

Ńłń §ć<èVãé�
ůŴũŰE�Ý�ÔŨ
űŲŵŹŨųŷ

�¡ÂëźÑ}ÒđŻŁľĹd�ĝĿůŴũŰE�Ý�ÔŀŁľ�Ćï:ĿÑ}
ŨűŲŵŹŨųŷŀŁ`Õ¿�ĿÑ}Òđŀ

ŃłŅ �ĢNV Ñ}ÑÒ
�ģ@5źÑ}ÒđŻť�¡Â±źÑ}ÒđŻť'ÃċÀźÑ}ÒđŻťĺ
Ĵ²{źÑ}ÒđŻ

Ńłņ �ğNV �ÉÑÒVãéZ
�Ŧ�ĔĿ�ÉÑÒŀŁ£6�Ŀ�ÉÑÒŀŁŕšŘŞřŖŜŘľŏŖŢşŘĿÑ}ÑÒŀŁĥ�
ßáĿ�ÉÑÒŀŁí�óĿ�ÉÑÒŀŁ�g¿ăĿ�ÉÑÒŀŁ�ÕrĿ�ÉÑ
ÒŀŁe�þnĿ�ÉÑÒŀŁ[e�Ŀ�ÉÑÒŀ

ŃłŇ �ğNV �Nkä}ÑÒ
�¡ċ	Ŀä}ÑÒŸä} �ŀŁľÕØ=ďĿä}ÑÒŸ�}T��ŀŁ@·
-ľĿä}ÑÒŸE�1Vŀ

Ńłň �ğNV E�ĤTÑ}Ŀ,ģŐŀ
,ģ�ĘĿ�ÉÑÒVŀŁľðÌĜ?Ŀ�ÉÑÒVŀŁľŕřŖřŗŖŤľŌŜţŖşĿ�ÉÑ
ÒVŀŁľ¹8VĿ�ÉÑÒVŀŁľē8�ĶĿ�ÉÑÒVŀŁľªiáWĿ�ÉÑÒ
VŀŁľ�¡�{Ŀ�ÉÑÒVŀŁľČ¡�~Ŀ�ÉÑÒVŀ

Ńłŉ �ğNV İùt/.V
�Ŧß�źİnĉÑÒVŻťî�Ëź÷ďÑÒVŻť`¥�á�źİnĉÑ
ÒVŻ

ŃłŊ �ğNV Ñ}Òđ

i�+ĬĿÑ}ÒđŀŁľºÕī�ĿÑ}ÒđŀŁ�KßĿÑ}ÒđŀŁĮd@;
ĿÑ}ÒđŀŁ�(�QĿÑ}ÒđŀŁÙdĬ¶ĿÑ}ÒđŀŁõē�lĿÑ}Ò
đŀŁbgĲ�ĿÑ}ÒđŀŁLgĒĿÑ}ÒđŀŁì�ċ�ĿÑ}ÒđŀŁ�Õ#
ĿÑ}ÒđŀŁĪ�ÕĕĿÑ}ÒđŀŁ`t�ĿÑ}Òđŀ

Ńłŋ �ğNV ĥÝ
=¡�ĂĿä}ŸĖ�_ŸœŒŔŀŁľ«ÕÂ�ĿÍ¯E�1VŸÑ}YĸŸ¬ě
Ď¤ŀŁľĝe2HĿĖ�_Ÿä}ŸœŒŔŀ

ŃŃł �ğNV E�Ñ}Òđ
�KG�ĿÑ}ÒđŀŁľ´��nĿÑ}ÒđŀŁľÕ�XĿÑ}ÒđŀŁľ��ĹN
ĿÑ}ÒđŀŁľ�H�àĿÑ}ÒđŀŁľē�@uĿÑ}ÒđŀŁľPÕ4čĿÑ}Ò
đŀŁľ6��ĿÑ}ÒđŀŁľ�¡wRĿÑ}ÒđŀŁľĨb�ķĿÑ}Òđŀ

ŃŃŃ �ğNV İnĉÑÒV
³�ß�ź÷ď.VŻŁôē&@źİnĉÑÒVŻŁĥ¿ÏźİnĉÑÒVŻŁ
ÄÁ4qźİnĉÑÒVŻŁM�Ĭ�źİnĉÑÒVŻ

ŃŃń �ğNV ÷ď/.V
�ia×Ŀİnĉ÷ď.VŀŁľÈę ĿĤT.VIåđŀŁľą���źŪŭŬ
ŰūŹÑÒŻŁ�ģ7uźİnĉÎ.VŻŁľĹÕ�:źñ�ÑÒŻ
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ĪĪĬ �ċGN ¾āÌŐŃœŝŇŋ
ã�¡�ŧÙðµ¹NŨł*��ŧÙðµ¹NŨł ¼ē�ŧÙðµ¹
NŨł��ÆĂŧÙðµ¹NŨłÇy�©ŧÙðµ¹NŨł®
�HĊŧÙ
ðµ¹NŨł�Ąñ	ŧŧÙðµ¹NŨł6�¯fŧÙðµ¹NŨ

ĪĪĭ �ċGN ĖÍ�ÜcNõj
|ö�kŧėLµtRĞŨłĄ�Nŧÿ�XRĞŨłÇ/�rŧÿ�XR
ĞŨłY�ÈJŧ�ÜtèÝRĞŨłČ�Û�ŧÿ�XńŢŇŒţŔŇŋŨ

ĪĪĮ �ċGN =��Ćµt _bĥÆ�Ħ�ĆµtħĨĥģéĥğrĦ�Ćµtħ

ĪĪį 5rÅGN º7µ¹ËN
4bÃ�ŧĘÚmĘfêµ¹Ũł${úkŧðÓµ¹Ũł�¬k�ŧŎŘŒ
ŜŏŦµ¹Ũ

ĪĪİ KÞ¿Ï+ËGN µt¹ó f
>0Ħµt¹óħĨĥé�ĕ�ĦÙðµ¹ħĨĥğ�z�Ħºµµ¹ħ

ĪĪı 8�[GN µtµ¹
ÕEĔ	Ħµt¹óħĨĥ��,WĦµtRĞħĨĥ��¼ü¨ĦµtRĞħĨĥÊ�
ĉLĦµtRĞħĨĥĜåĦµtRĞħĨĥZ`�nĦµtRĞħĨĥY¼VĦµt¹
óħĥĨĥ���	ĦµtRĞħ

ĪĪĲ GĐeÏGN ÿ�±µ¹N

Âb��Ħÿ�±µ¹ħĨĥÁČáĔĦÿ�±µ¹ħĨ½qĦÿ�±µ¹ħĨY/ě
Ħÿ�±µ¹ħĨ&é,ÊĦÿ�±µ¹ħĨ��÷Ħÿ�±µ¹ħĨG�ÆĂĦÿ�
±µ¹ħĨ�\vĦÿ�±µ¹ħĨà¶«fĦÿ�±µ¹ħĨ¾/OíĦÿ�±µ
¹ħĨ,çÆ	Ħÿ�±µ¹ħĨťť

Īīĩ GĐeÏGN ėL¾ďµ¹
Y�ÐĦµt¹óħĨîbíïĦµt¹óħĨĥUöÛćĦµt¹óħĨĥY¦Ðğ
Ħµt¹óħĨĥ�¼gQĦµt¹óħ

ĪīĪ GĐeÏGN ėLµt
4Č¨�ĦµtRĞħĨĥ]`ÛdĦµtRĞħĨĥĢ¼ä�ĦµtRĞħĨĥČG
ĂĦµtRĞħ

Īīī GĐeÏGN �µtcN �[ �Ħ�µtħĨĥĎGúŧ�µtŨłÑ �!ĔĦ�µtħ

ĪīĬ GĐeÏGN ÿ�Xµ¹
�¼w	Ĩĥ�b~�ĦµtRĞł��X�ħĨF¼òGĦµtRĞł��X
�ħĨf[�ĦµtRĞł��X�ħĨ
�T¨ĦµtRĞł��X�ħĨG¼ĥT
	ĦµtRĞł��X�ħ�

Īīĭ GĐeÏGN �¹cN U
ÐĦµt¹óħĨĥ�¼¢Ħµt¹óħ

ĪīĮ GĐeÏGN ×'þµ¹N A¼ñŧµt¹óŨłÑ Q�ŧµt¹óŨ

Īīį GĐGN ¼_ ¼_ÔLĦµtRĞħĨĥS@â�ĦµtRĞħ

Īīİ GĐGN �đµt
æ/}gŧlÄDµtħĨĥ°£�:Ħğ?µtħĨĥ&û[�LĦğ?µtħĨ�
¼M#ŧlÄDµtŨł���Öŧğ?µtŨ

Īīı GĐGN ¹óµýN b��Ħµt¹óħĨ³bôĦµt¹óħĨ�bÙ��Ħµt¹óħ

ĪīĲ GĐGN ß9Ã ß9p�Ħăą·øħ

ĪĬĩ GĐGN œŕ�Ćµt Č�ªIĦµtRĞħĨĥ�Č^�ĦµtRĞħĨĥġ\ùIĦµtRĞħ

ĪĬĪ GĐGN čLµt Y�Ã�

ĪĬī GĐGN œŕµt¹óĚB
Ò
É�ŧœŕµt¹óĚBŨĥ�îTŧœŕµt¹óĚBŨĴļľĿĥĶļĽŁĿľ
ĳĻĺŀļĹĿĥĵĸľĥĦœŕµt¹óĚBŨ

ĪĬĬ GĐGN �µt¹ó Oĝ.rĦ�µt¹óŨ

ĪĬĭ GĐGN �µt ��À�Ħ�µtħĨĥGA<�Ħìęµtħ

ĪĬĮ GĐiÏGN µt¹ó &é(ŧµt¹óŨ

ĪĬį GĐiÏGN �¹µ¹õj
Ġ�MgĦµt¹óħũČDü�Ħµt¹óħũ]���ĦķÚ"�ħũ	�%
�ĊĦ=�"�ħũOĤHĒĦ=�"�ħũ¼1ghĦ=�"�ħ

ĪĬİ GĐiÏGN ���Ćµt �âºĦ��µ¹ħĨĥÂ
vëĦ=�)Nħ

ĪĬı GĐiÏGN čLµt
Â¼¡8ŧÿ�XťÄtŨłČ1uŧÄtťÿ�XŨłPyT�ŧÄtťÿ�
XŨłSaâ�ŧÿ�XőŖŃŋŨ

ĪĬĲ GĐiÏGN œŕ�µt Â/�ŧ�µtŨł§»¸ŧ�µtŨł�Ā�nŧ�µtŨ

Īĭĩ GĐiÏGN ��-X�cN
 éíÛŧ��ńŢŇŒţŔŇŋŨłY�ē2ŧ�µtŨł¤´ēŧ-X�µ
tť"LńŢŇŒţŔŇŋŨ

ĪĭĪ GĐiÏGN œŕőŖŃŋÃÎňšŦŚ
Ê¼x3ŧœŕŅŦśŤŨł�¥ē�ŧœŕŅŦśŤŨłÑ
Ĉ�ŧŘŢņŊř
šőŖŃŋŨ

Īĭī GĐiÏGN Śţōŋµ¹
f
ÛnŧoØ&cťœŕŃŤŚŠŤŒŨłb¼.�ŧoØ&cťŚţōŋŚ
şŌŜŨłO¼ĕ�ŧoØ&cťėLŗŦŞs»Ũ

ĪĭĬ GĐiÏGN čLť�őŖŃŋ
C�.ćŧ�ð²Ũł8¼�3ŧŢŦŉŦs»ť�ð²Ũł�[;	ŧ�ð
²Ũ
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ķĺĺ LĤoâLR ©ířŞŎŔÃy
õ�æ�ŭĚ.ÃŏŨőŚũŜőŔŮŌïÇ½ŭ/^���ŮŌ8�®ŭĀĬ
�ÃÄŮ

ķĺĻ LĤoâLR ŔşŪŏŨőŚũŜőŔ �h¬vĳÔyūĬPêÃÄĴ

ķĺļ LĤoâLR ÃyÄĂ Ç��ŭÃyÄĂŮ

ķĺĽ LĤoâLR "Ãy Á4m6ĳ"ÃyĴĵ´Ï®+ĳ"ÃyĴĵLÌ{Ėĳ"ÃyĴ

ķĺľ LĤoâLR *PÔy
çčùPĳ*PÔyĴŌ_Ĝ�ĪĳÔyÃÄĴ

ķĺĿ LĤoâLR ¦ĒÃy ��Ç�Dĳ¦ĒÃyĴĵĲÒ¨nþĳ¦ĒÃyĴ

ķĻĶ LĤoâLR ÃyÄĂ Ù8�§ĳÃyÄĂĴ

ķĻķ LĤoâLR ���� ´�Ĳù�ĳ.7Ã/^�ĴĵĲh3ŋ��ĳĬ°�^ūÔyĴ

ķĻĸ LĤĬ°đ�LR œţťŨŬœŦŪÃÄ ĥ�¹'PĲŭøĮūÊĮōéý-RŌè�~ġÄĂŮ

ķĻĹ Ù�LR ¥ĦÃy
MÇ�ĳtÔEÃyĵĲŁŇņĴĵĲLēñĳtÔEÃyĴĵĲL���ĳtÔEÃ
yĵĲŁŇņĴĵĲª��1ĳtÔEEÃyĵĲŁŇņĴĵĲ2òÆĳ¥ĦÃyĴ

ķĻĺ Ù�LR �¿ūĬPÃy
õŋÜ§ĳ�¿ÃyŌŅńņĴŌ_�hzŭ�¿ÃyŌŅńņŮŌó2�ĳ�¿Ã
yŌŉŃŊŀĴŌ�dñ�ŭ�¿ÃyŌÔyŮ

ķĻĻ Ù�LR ÄĂÃyå
�Õ`�ŭĝPÃyĂŮŌ����»ŭÃyÄĂŮŌö9ĕÚŭÃyÄĂŰ
�ĢÍĔÅGRÓáÞŮŌ+ hQŭÃyÄĂŰ9ÿ��ŮŌĠ�āŭÃy
ÄĂŰ9ÿ��Ů

ķĻļ ģúRħLR ÃyÄĂ 8ĜMĖĳÃyÄĂŌéýÃÄRŮ

ķĻĽ &qÐâLR ÃyÄĂ óā�ĖĳÃyÄĂĴĵĲğ�ĩ5ĳÃyÄĂĴ

ķĻľ &qÐâLR ÄRĘŒŧŬš

İ¨}æĳÃyÄĂūÔyÄĂĴĵĲġĄh·ĳÃyÄĂĴĵĲ�Ĝ1ÆĳÃy
ÄĂĴĵĲf�mĳ@�ÃÄĴĵĲ(T¸�ĳÃyÄĂĴĵĲċºù�ĳİBÃyū��
ÞRĴĵĲÛ�U	ĳİBÃyĴĵĲ_�\NĳİBÃyĲūÔyĴĵĲ_¶��ĳÔyĴĵ
³Ç�{ĳİBÃyūÔyĴĵĲ±�¯ĳ�¿ÃyūÔ°%ıĴĵĲĲ�Ç"�ĳ�¿
ÃyūÔ°%ıĴĵĲ_ceÜĳ�¿ÃyūÔ°%ıĴĵĲ�c�vĳ�¿ÃyĴĵ
c4�ĳ�¿ÃyĴĵĲĲÀĎßĳÔyŮůÇfù	ŭ�©ĬPÃyŮůÇ�ë�
ĳ"Ãyū�]"ÞRĴ

ķĻĿ &qÐâLR śŝŢŎőũœŔŘŤ
c4�=ŭÔ°ÃÄŌŔşŪŚũŜőŔŌÃyWįŌśŝŢŎőũœŔŘŤŌ
�]"ÞRŌ*P.RŮ

ķļĶ 2P-©¦ �]"ÃĊÞR

³Çĩ6ŭÃyÄĂŮĵÒ�ĉ6ŭňê��Ůĵàû�;ŭ¦ĒÃyŮĵd <
Nŭďňê*"ŮĵL:Çăŭ¦ĒÃyŮĵÂcð,ŭİBÃyŮĵ�õ×#
ŭĬPÃyŮĵC�wŭÃyÄĂŮĵİ¨"ŭøĮÃyŮĵä� ŭÃyÄ
ĂŮĵĜ��6ŭÃyÄĂŮĵÛÇãÆŭ¦ĒÃyŮĵõ¤��ŭ"ĬP*"Ůĵ
ÉÇ�vŭİB¦ĒÃyŮĵ��ĩ
ŭÔ°ÃyŮ

ķļķ
ĳ$ĆĴİĐp"ÞR
ÓáŕŪŗŬ

*"Ãy
SËĈ�;ĳňŀłŇĴĵĲ´�ÎjĳÔ°*"ĴĵĲ�Ç¾�ŭňŀłŇĴĵğ�D[ĳÔ
°*"Ĵĵ_>Ñ�ĳśŝÔyĴĵL´)�ĪŭśŝÔyĴů³²ñ6ĳ"ÃyĴů
Yĩ¢	ĳ"ÃyĴů³�I�ĳċJ*"Ůĵ��ąvĳ�]"*"ÃyŮ

ķļĸ
İĐp"ÞRÓá
ŕŪŗŬ

ĭuyűê
ª�8�ĳĬPÃyĴĵĲ�õÑëĳĬPÃyĴĵĲ�Çð0ŭŠŐŝŪÃyŮĵĲä
��>ŭĬPūŠŐŝŪÃyŮĵĲÒhL�ŭ¼�ĞbŮĵĲ)cùHŭĬPūŠŐ
ŝŪÃyŮĵĲdÇ�PŭŠŐŝŪÃyŮ

ķļĹ f LR ĀĬ�Ãy ÝěmĕĳĀĬ�ÃyĴĵĲFÇÑ
ĳĀĬ�ÃyĴ

ķļĺ f LR ÃĊÞRÞÃÄ*Ĝ

Ç�UxĳÃyÄĂĴůõ2ĉĳÔ°%ıĴů�õ§ĳÃyÄĂĴůLr0

ĳ?�è�RūĞbÃyĴů±Ĝôĳ¡P«ĨĴůn"�Ėĳ*Py@�ū�
©/^�ĴůcÇZHĳČ�^ūè�~ġĴůúėîāĳÔyĴů�O¾ćĳÔ
yū�¿Ĵů®õ<
ĳÃyÄĂĴů�ceĳÔyū�¿Ĵů±Ĝ�ĳ�©"©í
��Ĵ

ķļĻ dcLR dcLŅńņ ęA}ĳ�¿ÃyĴĵĲhg|6ĳ�¿ÃyĴĵĲ�Ĝ:�ĳ�¿ÃyĴ

ķļļ dcLR ĝPK�ÃÄR
kd!'ŭÃyÄĂŮŌ±f ŭÃyÄĂŮŌÉÇ�~ŭÃyÄĂŮŌ��
X	ŭÃyÄĂŮ

ķļĽ dcLR ÃyDÖÃÄR dÇì�ŭÃyÄĂŮůúcÈsŭéýÃÄŮ

ķļľ dcLR ĝPÃy Ĝ2Wĳ@�ÃyĴĵĲiõ�ćĳ@�ÃyĴ

ķļĿ nfLR �ü,åōÃÄ
�īØĳÃyWįĴĵĲ�Ĝ$�ĳÃyÄĂĴĵĲVa�µĳÃyÄĂĴĵĲ£2÷N
ĳÃyWįĴ

ķĽĶ nfLR ŖŠŚŢŗŬ �Ç�vĳŖŠŚŢŗŬĴĵÇ��lĳŖŠŚŢŗŬĴĵĲÇ4 ĳŖŠŚŢŗŬĴ
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ņŌņ zmSZ ĳXÍ�
¿ĥê�łĳXÍ�^ĺŃŗ£¢�ŶĳXÍ�^ĺŷŗJ�"TŶĳXÍ�
^ĺŷŗĩJ|xŶĳXÍ�^ĺŷ

ņŌŇ zmSZ F�Í� ąkY-Ŷá��ÍÑŷ

ņŌň zmSZ á�ÍÑZ
Ļ×�ġŶá�ŴËĳÍ�ŷŸļ�Y8ŶœĳXòá�ŷŸ©hA-ŶĻIÍ
�ŷŸ¡G��ġłËĳÍ�ŷ

ņŌŉ zmSZ �ÄÍÑZ
ħ Yýł�ÄÍÑŃńŁß�Ŗ3ł�ÄÍÑŃńŁĆÕĖ~ł�ÄÍÑŃŸģčŀ
Ċł�ÄÍÑŃŸ�q�xł�ÄÍÑŃ

ņŌŊ zmSZ #îàÍ�ÑĒ
p9¾ŶÍ�ÑĒŷŸ²;%�ŶÍ�ÑĒŷŸÕ��ŶÍ�ÑĒŷŸÏXM
Ġ�ŶÍ�ÑĒŷ

ņŌŋ zmSZ #îàĳXÛĬ ¥¤¶łá�ŃŸ�ÿµ�łá�ŃńŁĔÕ8=łá�Ń

ņŌŌ zmSZ $Í��Ä
[ÕqÜćŶ$Í�Ŵ�ÄÍÑZŷăÕ(Öł$Í�Ŵ�ÄÍÑZŃńĩĔq
tŶ$Í�ŷ

ņŌō j;SZ j;SZÑZĢÍÑ
ĥn¾ŶĻ,XÍÑŷńŁj¢ŁįŶĻ,XÍÑŷńŁQj8ćŶĐĳ�ŷńŁ��
YgŶĐĳ�ŷńŁïĥĊ�ŶĐĳ�ŷńŁøkŁĝŶá�ŷńŁĆ9C�łá�ŷńŁĀ
ÕµuŶ�ÄÍÑŷńŁ½�Ú�ŶţŬŧŮťŵŷ

ņŌŎ j;SZ j;SZsZĢ
p¤�łÍ�ÑĒŃńŁă96úŶ7e�Í�ŃŸĘ�$»łÍ�ÑĒŃń�Õ
|¾ŶÍ�ÑĒŷ

ņōŅ ĸqSZ Í�ÑĒ âÕđŶÍ�ÑĒŷńŁĴ Ļ�łĵ÷�Ń

ņōņ �mSZ Í�ÍÑàì_
fjŁ�
łF�Í�ŃńŁĿĆŁį�łÍ�ÍÑZŃńŁÝlŁY�łF�ÍÑZŃŸ
	ÕŁ��łF�Í�Ń

ņōŇ ĽĪ�ûSZ üÈò
¢Õ�łá¸'ĽŃńŖ¶ÕÂł,X�À�ŃńŖñÕĻ�ł�c÷Í�ŃńŖam
yÓł,X�À�Ń

ņōň ĻÞSZ Í�ŞŲŵŭ
ČkYŶÍ�^ĺŷŸ0Ć»�łÍ�^ĺŃńŁ5q TġłÍ�^ĺŃńŁG{
��ġŶÍ�ÑĒŷŸ5q�ŶĦX$ZÑĒŷ

ņōŉ �WSZ
�WSZsZĢÍ�Ş
Ųŵŭ

xkù�łF�Í�ZŃńŁÕ�bġłá�ŃńŁj_�ÙłŨŪðXŸá�ŃńŁ�¤
Cł7e�Í�ŃńŁĄÆłF�Í�ZŃńŁĆk�»łF�Í�ZŃńŁ�+DĖłF
�Í�ZŃńŁ¥�ĹRłF�Í�ZŃńŁ�k"�łŨŪðXńŁá�ŃńŁ�k~Ď
łŨŪðXŴá�ŃńŁĥ¤Ė�ł1ęXŘ$Í�ŃńŁÝĨÚ´łµ�ô�K:c
EŘ�eÎ�ŃńŁ¬ĕ�łĦXó÷Ř$ZØÎ�ŃńŁ?Õ/łĦXó÷Ř$
ZØÎ�ŃńŁĘ¥ÿ�łőŒŏŕŐŔĦXó÷Ř�ĩŃŁ����

ņōŊ �WSZ Í�ÑĒ
ķP/ł�ÑÍÑŃŗÇ8�łÍ�ÑĒŃŗÃnB~łÍ�ÑĒŃŗ¥k68
ł�ÑÍÑŃŗ`Õí�łÍ�ÑĒŃ

ņōŋ �WSZ Í�^ĺ
.9w~łŭűŢŮÍÑŃń¨§ÌÓŁł��ÍÑŃńŁfČ �łá�ŃŸã¬Ġ
İłá�ŃŸĜĆ	İŶ$Í�ŷ

ņōŌ åk�ûSZ å�SÍ�ŞŲŵŭ
çºµzŶÍ�^ĺŗ�ÄÍÑŷŗS���ŶÍ�^ĺŗŭűŢŮ,$ŷŗ
[ĆĂ�ŶÍ�^ĺŗţŬŧŮťŵŷŗŁ	ĔgŶÍ�ÑĒŗĉĶÍÑŷ

ņōō �rSZ öďÍÑZ
�ČæłöďÍÑZŷŗĥ¤ÂāłöďÍÑZŷŗJ�Ė¼łţŬŧŮťŵÍ
ÑZŷ

ņōŎ �rSZ á�ÍÑZ AÕĊ�łá�ÍÑZŃńŁ$Õ�~łá�ÍÑZŃ

ņŎŅ �rÔ®SZ Ě�e ČoÉAł�ÄÍ�^ĺŃ

ņŎņ ĩnSZ ĩnS�ûŴÍ� åjŖįİłŭűŢŮÍÑZŃ

ņŎŇ Ê¢SZ ÊSŴÍ�

Ę��ġł$Í�ÍÑZŃńŁ\�i2łF�śŜũŝšŗŚŰŲŬřšÍėŃń
vqúUłĚ�eÍ�ŃńŁq>��łĈ�Í�ŃńŁl �TłÍ�ÑĒŃńŁ�ª
*´łÍ�ÑĒŃńŁ9µSłůŤšşūŦŝÍÑŃńŁĆ�]�ł�ÄÍÑŃńŁóq
��ł�c$±ĞÍ�ŃńŁÝ�Ăł¯ĮÍ�ŃńŁ¥ÕÝÓł,Xı>�Í�Ńń
$ºµ»łĵ÷�ųŵŠŵ,$ŃńŁ³�Ċ
ł¯ĮÍ�ŃńŁ?��łĻIÍ�Ŵ
õ�ZŃ

ņŎň ľ&mSZ Í�ÍÑ

Ć��xŶÍ�ÑĒŷŸĥÅAÓŶÍ�ÑĒŷŸé¾ęŶċĲòèZŷŸ¡
ĔSğŶĵ÷�èZŷŸ}���Ŷ�ÄÍÑZŷŸĤÕ+Ŷ�ÄÍ�ÍÑ
ZŷŸ�Ć�AŶ�ÄÍÑZŷŸfj��Ŷá¸ÍÑZŷŸ	�V<Ŷ�á
NèZŷ

ņŎŉ ÒÐSZ ÒÐSZÍ�ŞŲŵŭ

 Ł»İłÍ�^ĺŃńŁ«ŁäġłÍ�ÑĒŃńŁëkŁ·łÍ�ÑĒŃńŁŁ�īŁįÖ
łÍ�^ĺŃńŁÁ¹ŁY-łÍ�^ĺŃńŁOŁāġłÍ�ÑĒŃńŁŁÜ°xŁYĊ
łÍ�ÑĒŃńŁĭ�Łg�łÍ�^ĺŃńŁ\ÕŁ6błÍ�ÑĒŃńŁŁěHŁµ�łÍ
�^ĺŃńŁþ!ŁēłÍ�^ĺŃńŁ¦ÅŁdłÍ�ÑĒŃńŁŁÕ9Ł@TłÍ�^ĺŃń
L)�	łÍÑ4ZŃ
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物性委員名簿(2015 年 3 月現在)	 

Î mµ* ÔÞáÚ* }T8,â }T8,ã }T8,ä

Â "w®5; �n�¸9}T ¯b�U

Ã "w®5; �z}~;��? raÏ�(

Ä "w®5; }T~£Â 7�v(

Å "w®5; }T~£ÌÌ "Ï:Z

Æ "w®5; Q�µ �¾v

Ç "w®5; ¼/}~;��? B�Ï�

È ? Ji5; ? }~ bF�M

É ¹h��5; }TÔÞáÚ �Ï+P

Ê P�5; .�}~ yª:6

ÂÁ ��Ji¼�@³;g }~ ±���

ÂÂ c"5; ±��z}~ Ð`:R

ÂÃ c"5; °9ÙáÜ±E}~ ���2

ÂÄ c"5; Q�3}T¯Dv� ¯Dv�

ÂÅ c"5; ��}~ �#

ÂÆ c"5; ÖØ.�}~ ¤0 K

ÂÇ c"5; }T~£ �%�6 f�C+

ÂÈ c"5; �¸9.�}T ¼l¿·

ÂÉ c"5; j�z�; �)Ï]

ÂÊ c"5; �zà¨�A}~; Bqu�

ÃÁ c"5; ¶¸9�; p�ÏO	

ÃÂ �t5; �z}~ 54u�

ÃÃ �t5; Q�µ}T =&Ïv

ÃÄ �t5; }§J;>» BG¢s

ÃÅ �t5; }§J;~£ \¯��

ÃÆ �t5; ¨�Aà}T ³�+�

ÃÇ �iX¡�)��W �iX¡�)��W}T}~ d¤� e{:

ÃÈ �15; }T}~ 
¥Z�

ÃÉ �)�;��mk �T9}T�; �Ïo� ²`ÏxL �©Ï¦�

ÃÊ ÍËÍ ÛÝÒß�; �<O$

ÄÁ
¼Ñ×ÞÓá�¬-�
�mk

�T9�; |V�� 
�_�

ÄÂ
¼Ñ×ÞÓá�¬-�
�mk

ÛÝÒß}T ³¯�� ¿

ÄÃ
¼Ñ×ÞÓá�¬-�
�mk

k}T b�u� �ºNS

ÄÄ
¼Ñ×ÞÓá�¬-�
�mk

�¬¶¸9 �º�6

ÄÅ
\a%9���´�m
k

�T9�; [�oY I"��

ÄÆ
\a%9���´�m
k

êéçÀèåæå �a��

ÄÇ
\a%9���´�m
k

°9}T~£ �I�«

ÄÈ
\a%9���´�m
k

ÛÝÒß}T ½a�
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グループへの新規加入について	 

登録するグループには、それぞれのグループに属する会員を登録してください。会費は、登録会

員数 5 名まで、年間 500 円、5 名を超えるごとに 500円ずつ加算されます。また、物性グループで

行う選挙に投票権を持つ物性委員会の委員も下記のように登録会員数 10 人(端数は切り上げ)につ

き 1 人の割合で出していただきます。	 

グループの更新は 3 年に一度行われます。現在は 2014 年 4 月から 2017 年 3 月までの期間の１年

目に当たっています。入会は随時受付できますが、入会時期により会費が異なります。	 

2015年4月から2016年3月までに入会のグループは2年間の会費を納入してください。なお,2012

年 9 月の拡大物性委員会の決定に基づき,今回は本来の額の半額になっています。	 

	 

会員数	 1 年間の会費	 2 年間の会費	 3 年間の会費	 委員数	 

1〜5 人	 500 円	 1,000 円	 1,500 円	 1 名	 

6〜10 人	 1,000 円	 2,000 円	 3,000 円	 1 名	 

11〜15 人	 1,500 円	 3,000 円	 4,500 円	 2 名	 

16〜20 人	 2,000 円	 4,000 円	 6,000 円	 2 名	 

21〜25 人	 2,500 円	 5,000 円	 7,500 円	 3 名	 

	 

各グループは、登録委員の中から 1 人の世話人を決めてください。世話人は以下の方法で登録して

ください。	 

	 

名簿情報新規登録・更新方法	 

1. 2014 年 4 月から新規登録となり、2014 年度からの 3 年度分の会費をいただいております。2015

年 4 月以降に登録・更新の場合は２年度分の会費をいただいております。振込手数料を差し引

いた金額を下記の口座へ納入してください。	 

	 

銀行:紀陽銀行	 	 	 	 	 支店:中もず支店（店番 857）	 

種類:普通預金	 

口座名:物性委員会事務局	 

口座番号:492237	 

	 

2. 新規登録・更新、共に http://www.pe.osakafu-u.ac.jp/busseiG/nyukai.html の「登録フォー

ム」から名簿情報を登録してください。	 

不明な点は下記の連絡先にお願いいたします。	 

連絡先:〒599-8531	 

大阪府堺市中区学園町１−１	 

大阪府立大学	 工学研究科	 電子・数物系専攻	 電子物理工学分野	 量子物性研究室	 

email:	 

手続きは、名簿の登録と会費の納入が事務局で受理されて完了します。納入の確認が取れ次第、

事務局から確認のメールを差し上げます。	 
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物性グループ事務局	 

	 

	 委員長	 石田武和（大阪府大工）	 

	 事務局長	 田中智（大阪府大理）	 

	 事務局員	 加藤勝（大阪府大工）	 

	 	 戸川欣彦（大阪府大工）	 

	 

連絡先	 

〒599-8531	 大阪府	 堺市	 中区	 学園町 1-1	 

大阪府立大学大学院	 工学研究科	 	 

電子・数物系専攻	 電子物理工学分野	 量子物性研究室	 

email:	 

	 


